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理
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後
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て
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す
。
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は
じ
め
に

高
齢
社
会
の
未
来
の
希
望
を
創
る  

― 

自
立
と
共
生 

―

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
は
、
様
々
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
て
賑
わ
い
の
あ
る
場
を
つ
く
る
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
実
験
場
で
す
。
人
が
つ
な
が
り
歓
び
を
高
め
合
う
「
場
」
と
「
メ
デ
ィ
ア
」
の
デ
ザ
イ
ン
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
核
心
で
す
。

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
め
ざ
す
大
き
な
ゴ
ー
ル
は
、
個
か
ら
集
団
へ
と
評
価
の
視
点

を
移
す
価
値
転
換
で
す
。
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
の
問
題
に
対
し
、
個
人
の
努
力
に
負
う
の
で
は
な
く
、

つ
な
が
る
仕
組
み
を
社
会
に
築
く
こ
と
で
、
安
心
し
て
年
を
重
ね
ら
れ
る
長
寿
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

高
齢
者
研
究
の
専
門
家
を
中
心
と
す
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、こ
れ
ま
で
の
臨
床
や
研
究
を
通
じ
て
、

加
齢
の
変
化
は
必
ず
し
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
で
は
な
く
、
老
い
て
こ
そ
の
歓
び
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
歓
び
は
一
人
で
い
る
と
得
に
く
く
、
多
様
な
人
が
生
き
生
き
と
関
わ
り
あ
う
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
を
原
動
力
に
共
創
さ
れ
ま
す
。

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
メ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
の
“
コ
ン
ビ
ビ
ア
リ
テ
ィ
”
に
は
、
共
に
歓
び
を
つ
く
り

あ
う
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
老
い
や
死
な
ど
の
個
の
限
界
に
直
面
す
る
人
生
後
半
こ
そ
、
個
か
ら
集

団
に
意
識
を
向
け
る
価
値
転
換
で
、
豊
か
で
楽
し
い
世
界
を
つ
く
る
場
が
必
要
で
す
。

こ
の
自
立
共
生
の
コ
ン
ビ
ビ
ア
ル
な
場
づ
く
り
の
理
念
を
社
会
実
装
す
る
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
を
設
計
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
J
S
T
未
来
社
会
創
造
事
業
の
重
点
公
募
テ
ー
マ
「
ヒ
ュ
ー
メ
イ
ン
な
サ
ー
ビ
ス
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
の
創
出
」
の
領
域
で
「
情
報
活
用
に
よ
る
高
齢
者
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
構
築
」
の
探
索
研
究

に
臨
み
、
実
際
の
高
齢
者
の
生
活
す
る
場
で
コ
ン
セ
プ
ト
の
確
か
さ
を
検
証
す
る
実
践
的
な
研
究
開
発
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

探
索
期
間
中
の
数
々
の
実
験
か
ら
は
、食
が
人
々

を
つ
な
ぐ
最
も
パ
ワ
フ
ル
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
歓
び
を
共
創
す
る
つ
な
が
り
は
、
自
立
共
生

の
程
よ
い
バ
ラ
ン
ス
を
状
況
に
応
じ
て
調
整
で
き

る
、
モ
ノ
と
人
と
の
公
正
な
関
係
性
か
ら
成
り
立

つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
シ
ェ
ア
ダ
イ

ニ
ン
グ
で
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
人
の
つ
な
が
り

を
誘
発
し
、
集
合
的
な
力
を
喚
起
す
る
た
め
に
用

い
ら
れ
ま
す
。
誰
も
が
自
分
の
望
む
こ
と
を
可
能

に
す
る
た
め
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
い
、
自
由
に

変
え
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
で
、
人
が
生
き

生
き
と
し
て
健
康
的
で
い
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

は
じ
め
に
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と
実
装
を
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
繰
り
返
し
、
そ
の

省
察
に
基
づ
く
対
話
を
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。

実
践
の
対
話
を
通
し
て
未
来
の
想
像
の
イ
メ
ー

ジ
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
、
集
合
的
な
知
恵

が
は
た
ら
く
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
生
ま
れ
、
さ
ら

に
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
育
み
な
が
ら
研
究
の
場

が
拡
張
し
て
い
く
、
創
造
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
生

ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
。

研
究
を
始
め
て
み
る
と
、
予
想
を
は
る
か
に

超
え
る
多
く
の
人
が
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

立
場
や
領
域
を
超
え
た
人
々
が
、
こ
の
シ
ェ
ア

ダ
イ
ニ
ン
グ
で
未
来
の
想
像
を
明
ら
か
に
し
た

こ
と
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
確
か
な
成
果
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

認知機能評価
行動解析

価値創造
概念構築

活動デザイン
場・道具設計

認知症
予防・ケア

システム
ツール開発

研究 実践

医学

工学 メディア

食

心理学

空間

デザイン

Research Practice

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
空
間
は
、
対
面
で
人
が
集
ま
る
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
場
だ
け
で
な
く
、
バ
ー
チ
ャ
ル

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
も
同
様
に
実
現
可
能
で
す
。
期
間
終
了
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

下
に
お
け
る
実
践
か
ら
は
、
今
後
は
多
人
数
で
作
っ
て
食
べ
る
体
験
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
拡
張
し
て
い
く

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
孤
立
が
深
刻
化
す
る
現
状
で
改
め
て
、
人
々
を
つ
な
ぐ
装
置
と
し
て
シ
ェ
ア
ダ

イ
ニ
ン
グ
が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

共
に
夢
を
見
る
場
と
し
て
の
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ

       

― 

多
領
域
横
断
・
文
理
融
合
の
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ 

―

多
様
な
人
を
つ
な
ぐ
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
自
立
共
生
の
理
念
は
、
私
た
ち
の
多
領
域
融
合
の
ア
ジ
ャ

イ
ル
型
の
研
究
開
発
に
も
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
、
心
理
・
工
学
・
医
学
・

福
祉
の
研
究
者
、
環
境
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家
・
企
業
、
行
政
、
教
育
機
関
、
大
規
模
量
販
店
、
輸
送
、
通

信
の
事
業
者
、
生
活
者
と
い
う
多
様
な
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
様
な
人
を
つ
な
ぐ
の
は
、
理
想
の
共
感
（Collective Dream

ing*2

）
と
い
わ
れ
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
領
域
横
断
の
協
働
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
時
点
か
ら
、
小
さ
な
設
計
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「
科
学
技
術
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
施
行
（
2
0
2
1
年
4
月
1
日　

内
閣
府
）

に
お
い
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
社
会
課
題
の
解
決
に
あ
た
る
課
題
の
設
定
・
価
値
観
の
創
造
を
行

う
上
で
の
、
社
会
・
人
文
科
学
と
自
然
科
学
の
融
合
研
究
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
法
改
正
に
先
駆
け
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
・
ド
リ
ブ
ン
の
文
理
融
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る

機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
数
値
的
な
デ
ー
タ
だ
け
で
は
測
れ
な
い
意
味
を
プ
ロ
セ
ス
の
文
脈
か
ら
示

す
と
い
う
価
値
転
換
を
、
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て
短
期
で
起
こ
せ
る
の
か
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
も
あ
り
ま

し
た
。

新
し
い
価
値
が
社
会
に
定
着
す
る
に
は
、
体
験
に
基
づ
く
理
想
の
共
有
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

私
た
ち
は
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
と
い
う
場
を
つ
く
り
、
科
学
技
術
を
活
用
し
た
共
感
の
設
計
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
未
来
の
想
像
を
共
有
し
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
実
現
に
支
援
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ

た
領
域
の
皆
様
、
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
企
業
・
機
関
・
参
加
者
お
一
人
お
ひ
と
り
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
J
S
T
未
来
社
会
創
造
事
業
の
さ
ら
な
る
支
援
を
得
て
、
本
報
告
書
で
私
た
ち
の
挑
戦
を

公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
が
社
会
に
広
が
り
、
高
齢
社
会
を
明
る
く
す
る
研
究

開
発
や
、
今
後
の
文
理
融
合
研
究
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
し
た
ら
望
外
の
喜
び
で
す
。

こ
の
報
告
書
は
次
の
５
章
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
章
で
は
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
場
づ
く
り
の
根
幹
と
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
と
、
そ
の
概
念
実
装
の
概

要
に
つ
い
て
、
２
章
で
は
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
を
構
成
す
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
機

能
を
検
証
す
る
実
験
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
取
り
上
げ
、
研
究
開
発
の
プ
ロ
セ

ス
を
紹
介
し
ま
す
。

さ
ら
に
３
章
で
は
、
上
記
の
実
践
か
ら
抽
出
し
た
条
件
や
、
検
証
し
た
シ
ス
テ
ム
を
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン

グ
と
い
う
場
に
集
約
し
、
実
際
の
総
合
ス
ー
パ
ー
で
実
装
し
た
10
日
間
の
社
会
実
験
「
お
に
活
」
に
つ
い

て
、
映
像
の
記
録
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

４
章
は
、
場
の
実
現
の
た
め
の
理
論
的
な
裏
付
け
と
し
て
、
研
究
分
担
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
、
研
究
協
力

グ
ル
ー
プ
の
研
究
者
に
よ
る
公
開
さ
れ
た
基
礎
研
究
の
要
約
で
す
。

最
後
に
５
章
で
、
現
在
の
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
展
開
を
簡
単
に
紹
介
し
、
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し

て
ま
と
め
と
し
ま
す
。

 

「
情
報
活
用
に
よ
る
高
齢
者
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
構
築
」
研
究
代
表

日
下
菜
穂
子
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1 章　シェアダイニングの思想

 

１
章　
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
思
想

本報告書の動画や写真は、参加者の方の許可を得て掲載しています。
本報告書の内容は、人物の特定できる映像・写真を除き、出典を明記のう
え複製・転載可ですので、広くご活用ください。

なお、１章の一部と 4 章は以下の形ですでに発表されています。
荒木英夫，西口敏司，宮脇健三郎， 鈴木基之， 日下菜穂子， 上田信行， 成本
迅， 佐野睦夫，シェアダイニングでのコミュニケーションの向上とその測
定を目的としたカップ型デバイスの開発，情報処理学会インタラクション
2020,（2020）. 
Eguchi, Y., Matsuda, Y., Matsuoka, T., Kato, Y,, Ueno, D., Mimura, M. and 
Narumoto, J., “Ability of the elderly women with cognitive decline in food 
preparation and related factors”. Alzheimer’s Association International 
Conference (AAIC), Poster #42332, Web 開催 , 　(2020).
Fukuda, R., Kusaka, N., Sano, M., Araki, H., Nishiguchi, S., Miyawaki, K., 
Narumoto, J. and Ueda, N., “Shared Dining as a powerful tool to promote 
independent life in nursing homes”. Gerontechnology, Vol. 19, supplement,  
(2020).
日下菜穂子，上田信行，佐野睦夫，荒木英夫，西口敏司，宮脇健三郎，成本迅，”
食を介した安心のコミュニティ形成のためのサービスモデル：シェアダイ
ニングの提案 ”．ヒューマンインタフェースシンポジウム 2019,  (2019).
西口敏司， 荒木英夫， 宮脇健三郎， 鈴木基之， 日下菜穂子， 上田信行， 成本
迅， 佐野睦夫，高齢者の自立支援を目的としたシェアダイニング環境の観
測， HCG シンポジウム 2019 論文集， HCG2019-A-1-2， （2019）.
佐野睦夫 , 日下菜穂子 , 西口敏司 , 荒木英夫 , 成本迅 , 上田信行 , Shared 
Dining 環境における参加者の自立と共生を促進するファシリテーション
支援ロボットの基礎検討 . 日本ロボット学会学術講演会予稿集 , 第 38 巻 , 
(2020).
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1 章　シェアダイニングの思想

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
概
要

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
は
、
安
心
し
て
年
を
重
ね
ら
れ

る
社
会
を
め
ざ
し
、
食
喜
び
の
歓
び
を
原
動
力
に
人
が

集
ま
り
、
高
齢
者
が
主
体
的
に
情
報
活
用
し
て
つ
な
が

る
新
し
い
健
康
や
生
活
の
質
を
向
上
食
空
間
を
科
学
技

術
で
達
成
す
る
文
理
融
合
型
の
研
究
開
発
で
す
。

食
料
販
売
店
や
公
共
施
設
の
中
に
、
調
理
と
食
事
が

で
き
る
空
間
（
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
）
を
設
置
し
、
そ

の
場
に
お
い
て
得
ら
れ
た
食
の
情
報
を
参
加
者
自
ら
が

利
活
用
し
な
が
ら
、
生
活
全
般
の
意
欲
を
高
め
る
イ
ン

タ
ー
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
生
成
す
る
と
同
時
に
、
参
加
者
自

身
や
事
業
者
に
分
析
し
た
デ
ー
タ
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
開
発
し
ま
す
。

孤
立
し
受
動
的
な
立
場
に
置
か
れ
る
高
齢
者

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
構
想
の
背
景
に
は
、
高
齢
者
の

深
刻
な
社
会
的
孤
立
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
孤
立
に
よ

る
世
代
間
の
分
断
が
長
く
生
き
る
意
味
の
喪
失
に
も
つ

な
が
り
、
個
人
も
社
会
全
体
も
長
寿
社
会
の
未
来
に
希

望
を
持
て
ず
に
い
る
の
が
現
状
で
す
。
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の

側
面
か
ら
は
、
孤
立
と
食
生
活
の
質
の
低
下
の
関
連
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
個
食
で
の
食
生
活
の
質
の
低
下

に
よ
る
低
栄
養
は
、
心
身
の
フ
レ
イ
ル
や
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
症
候
群
、
そ
し
て
寝
た
き
り
の
状
態
に
な
る
負
の
連

鎖
の
原
因
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
者
側
か
ら
は
、

食
品
販
売
店
の
顧
客
数
の
減
少
な
ど
の
問
題
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

社
会
的
孤
立
に
対
す
る
対
策
と
し
て
は
、
Io
T
セ

ン
サ
ー
に
よ
る
見
守
り
（
監
視
）
等
が
あ
り
ま
す
が
、

現
在
の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
は
情
報
技
術
側
か
ら
提
案
さ

れ
る
も
の
で
、
必
ず
し
も
高
齢
者
の
視
点
に
立
っ
て
は

お
ら
ず
、
受
け
身
の
情
報
活
用
に
と
ど
ま
る
の
が
現
状

で
す
。
高
齢
者
に
関
わ
る
行
動
記
録
を
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

解
析
す
る
試
み
も
、
解
析
結
果
を
社
会
に
有
益
な
情
報

と
し
て
還
元
す
る
方
法
も
十
分
に
確
立
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
ま
も
な
く
、
高
齢
人
口
が
全
人
口
の

３
割
を
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
日
本
に
お
い
て
、
高
齢

者
が
意
欲
的
に
自
ら
情
報
を
扱
う
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に

変
え
て
い
く
時
期
に
来
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

高
齢
者
が
主
体
的
に
情
報
活
用
す
る
人
に
な
る

食
材
を
選
ぶ
、
調
理
す
る
、
食
べ
る
と
い
っ
た
食
行

動
は
、
人
の
根
源
的
な
ニ
ー
ズ
を
追
求
す
る
活
動
で
あ

り
、
親
か
ら
子
へ
と
世
代
を
超
え
て
伝
え
ら
れ
て
き
た

行
為
で
す
。
日
常
生
活
に
お
い
て
は
、
食
事
は
健
康
維

持
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
会
話
の
楽
し
み
に
つ
な
が
り

ま
す
。
社
会
的
な
視
点
か
ら
は
、
食
は
経
済
活
動
や
社

会
組
織
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
文
化
の
創
造
と
発
展

に
欠
か
せ
な
い
社
会
が
持
続
す
る
た
め
の
基
盤
と
い
え

ま
す
。

現
在
は
特
に
高
年
齢
の
人
を
中
心
に
、
家
庭
や
職
場

で
の
食
を
介
し
た
会
話
の
機
会
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
に
お
い
て
も
一
人
で
食
べ
る
個
食
が
進
み
、

社
会
的
な
つ
な
が
り
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

一
方
で
、
S
N
S
や
料
理
レ
シ
ピ
共
有
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

な
ど
で
、
食
行
動
を
通
じ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
若
い
世

代
を
中
心
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発

展
は
、
情
報
格
差
を
広
げ
て
高
齢
者
の
孤
立
を
さ
ら
に

深
刻
化
さ
せ
ま
し
た
。
I
C
T
教
育
等
で
高
齢
者
個
人

に
努
力
を
求
め
る
動
き
も
あ
り
ま
す
が
、
若
者
た
ち
が
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1 章　シェアダイニングの思想

S
N
S
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
た
め
に
自
然
と

ス
キ
ル
を
高
め
て
い
る
よ
う
に
、
高
齢
者
の
参
加
を
動

機
づ
け
、
主
体
的
な
参
加
を
実
現
す
る
場
が
必
要
で
す
。

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
の
食
の
歓
び

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
加
の

形
態
をJenkins(2006)

は
参
加
型
文
化
と
よ
び
、
参

加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
積
極
的
に
関
わ
り
合
い
、
ひ
と
つ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
、
集
団
で
も
の
ご
と
に
取

り
組
む
新
し
い
集
合
知
の
あ
り
方
を
提
示
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
社
会
課
題
に
対
し
、
集
合
知
で
超
え
て
い
く
空

間
は
、
若
い
人
た
ち
の
学
習
の
機
会
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
人
生
後
半
の
生
涯
発
達
を
促
す
土
壌
と
も
い
え
ま

す
。
参
加
型
文
化
に
お
い
て
必
要
な
ス
キ
ル
は
「
大
き

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
相
互
交
流
す
る
手
段
」
で
あ

り
、
ス
キ
ル
の
実
行
に
は
遊
び(play)

が
重
要
な
条
件

だ
と
さ
れ
ま
す
（Jenkins,2006

）。
こ
こ
で
の
遊
び

は
、
単
な
る
楽
し
さ(fun)

で
は
な
く
、
主
体
的
な
関

与(engagem
ent)

を
い
い
ま
す
（
砂
川
、 

２
０
１
５
）。

　

参
加
型
文
化
の
空
間
を
食
の
場
に
重
ね
る
と
、
会
食

の
楽
し
さ
は
、
空
腹
を
満
た
す
快
楽
のFun

だ
け
で
は

な
く
、
食
の
場
を
料
理
や
会
話
を
通
し
て
集
団
で
賑
わ

い
を
つ
く
る
関
与
（engagem

ent

）
の
プ
ロ
セ
ス
で
得

ら
れ
る
達
成
、
共
感
、
感
謝
の
歓
び(pleasure)

で
す
。

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
体
験
を
通
し
て
得
ら
れ
る
歓
び

は
、
誰
も
が
場
を
楽
し
く
す
る
た
め
に
関
与
す
る
歓
び

で
あ
り
、
そ
の
歓
び
の
共
有
が
さ
ら
に
場
の
賑
わ
い
を

高
め
ま
す
。

個
人
的
利
益
か
ら
集
団
の
歓
び
へ
の
価
値
転
換

　

個
人
的
利
益
か
ら
集
団
の
歓
び
へ
と
評
価
の
視
点
を

移
す
価
値
転
換
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
の

地域高齢者へのヒアリング
（高齢者支援の情報活用について）
「人に迷惑をかけたくない」という理由から、体が弱ると社会活動から自
ら引退する意向を語る高齢者。いつまでも自分の意志を大切に、役に立
つ存在でいたいニーズが伺えました。

中
核
で
す
。
変
化
の
激
し
い
時
代
に
、
こ
れ
ま
で
の
健

康
や
経
済
な
ど
の
個
人
的
な
能
力
の
獲
得
（Get
）
か

ら
、集
団
の
歓
び
に
ど
の
く
ら
い
関
与
で
き
る
か（Give
）

と
い
う
集
団
全
体
の
幸
福
に
視
点
を
移
す
こ
と
が
大
切

に
な
り
ま
す
。

社
会
的
孤
立
は
、
個
人
の
責
任
よ
り
も
む
し
ろ
社
会

の
あ
り
方
の
問
題
で
す
。
高
齢
者
の
孤
立
が
深
刻
化
す

る
原
因
に
は
、
生
産
性
と
い
う
画
一
的
な
基
準
で
個
人

の
能
力
を
評
価
す
る
医
学
モ
デ
ル
の
健
康
観
が
あ
り
ま

す
。
決
め
ら
れ
た
ゴ
ー
ル
に
向
か
い
、
そ
の
基
準
に
満

た
な
い
こ
と
に
注
目
し
て
補
お
う
と
す
る
従
来
の
問
題

解
決
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
加
齢
変
化
の
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
側
面
が
強
調
さ
れ
て
高
齢
者
が
弱
者
の
立
場
に
置

か
れ
が
ち
で
す
。
一
方
、
定
ま
っ
た
ゴ
ー
ル
を
持
た
な

い
世
界
で
は
、
関
係
性
の
中
に
立
ち
現
れ
る
集
合
的
な

力
に
価
値
が
置
か
れ
ま
す
。
加
齢
に
よ
る
心
身
機
能
の

低
下
は
、
個
人
的
な
能
力
評
価
の
面
で
は
衰
退
だ
と
し
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1 章　シェアダイニングの思想

シェアダイニングの基本コンセプト

て
も
、
そ
れ
を
補
う
人
の
力
を
引
き
出
し
支
え
合
う
関

わ
り
に
よ
り
、
集
団
の
力
は
高
ま
り
ま
す
。
身
体
健
康

や
経
済
と
い
っ
た
個
人
的
能
力
の
獲
得
が
目
的
化
し
て

い
る
社
会
を
、
哲
学
者
の
I. 

イ
リ
イ
チ
（
2
0
1
5
）

は
無
償
性
の
喪
失
と
批
判
し
、
人
が
自
由
に
目
的
追
求

す
る
自
律
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、目
的
的
で
な
い
「
ど

こ
か
美
で
あ
り
善
で
あ
る
よ
う
な
」
行
為
の
価
値
を
説

い
て
い
ま
す
。

個
人
か
ら
集
団
へ
の
価
値
転
換
に
つ
い
て
は
、
5
章

に
詳
し
く
述
べ
ま
す
。

コ
ン
ビ
ビ
ア
リ
テ
ィ
（
自
立
共
生
）　

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
メ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る

“
コ
ン
ビ
ビ
ア
リ
テ
ィ
”
は
、
イ
リ
イ
チ
に
よ
っ
て
提

唱
さ
れ
た
概
念
で
す
。
近
代
の
め
ざ
す
べ
き
社
会
の
あ

り
方
と
し
て
イ
リ
イ
チ
は
、「
科
学
技
術
が
人
間
の
本
来

性
を
損
な
う
こ
と
な
く
、 

他
者
や
自
然
と
の
関
係
性
の

な
か
で
活
用
さ
れ
、
創
造
性
を
最
大 

限
発
揮
さ
せ
て
い

く
社
会
」
を
コ
ン
ビ
ビ
ア
リ
テ
ィ
と
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
主
体
的
に
情
報
活
用
す
る
人
に
な
る
た
め

に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
管
理
で
は
な
く
、
自
ら
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
て
変
え
て
い
く
自
由
、
使
い
方
を

考
え
て
工
夫
す
る
自
由
が
公
正
に
配
分
さ
れ
る
シ
ェ
ア

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
個
人
の
自
由
を
広
げ
る
た
め
に
用
い
ら

れ
る
べ
き
と
す
る
の
は
、
コ
ン
ビ
ビ
ア
リ
テ
ィ
の
た
め

の
道
具
の
条
件
で
す
。
こ
こ
で
の
道
具
は
、
調
理
具
な

ど
の
ツ
ー
ル
に
加
え
て
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
社
会
制
度
そ

の
も
の
を
指
し
ま
す
。
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1 章　シェアダイニングの思想

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の

自
立
共
生
仮
説
円
環
モ
デ
ル

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
コ
ン
ビ
ビ
ア
ル
な
場
の
風
景

を
個
の
自
立
と
社
会
の
中
で
の
共
生
の
2
軸
で
捉
え
る

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
自
立
共
生
仮
説
円
環
モ
デ
ル
を

設
定
し
ま
し
た
。（
図
1
）
場
に
参
加
し
て
い
る
人
と
モ

ノ
と
の
関
係
性
を
食
行
動
の
記
録
か
ら
把
握
し
、
そ
の

場
に
参
加
す
る
人
た
ち
が
相
互
に
関
与
の
仕
方
を
調
整

し
な
が
ら
、
自
立
共
生
の
ほ
ど
よ
い
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

状
況
を
可
視
化
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
で
す
。

　

学
習
環
境
デ
ザ
イ
ン
の
理
論
に
当
て
は
め
て
、
シ
ェ

ア
ダ
イ
ン
ン
グ
の
風
景
を
1.0
か
ら
3.0
ま
で
の
3
つ
に
仮

に
分
類
し
て
切
り
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
図
示
し

ま
す
。（
図
２
）
1.0
は
い
わ
ゆ
る
参
加
体
験
型
と
よ
ば
れ

る
学
習
環
境
に
近
く
、
2.0
か
ら
3.0
は
参
加
者
の
主
体
的

な
関
わ
り
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
状
況
で
す
。
各
状
況
で

の
個
々
の
参
加
者
の
自
立
共
生
の
均
衡
を
調
整
す
る
プ

ロ
セ
ス
を
探
索
的
に
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
1.0
で
は
参
加

者
の
役
割
が
受
け
身
か
能
動
的
か
に
固
定
化
さ
れ
や
す

く
、
2.0
で
は
来
店
時
の
行
動
の
特
徴
が
増
幅
す
る
傾
向

が
あ
り
役
割
葛
藤
が
起
こ
り
が
ち
で
す
。
3.0
で
は
他
者

を
意
識
し
た
積
極
的
な
役
割
交
代
が
循
環
す
る
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
。
場
の
賑
わ
い
の
条
件
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
重
ね
て
さ
ら
な
る
分
析
が

必
要
で
す
。

安心安全の「食」の場で孤立の解消
既存のサービス・技術

孤立した人が利用しにくい、高齢者が支援される側に置かれがち

「個人的利益」から、「集団の歓び」に目を向ける価値転換

自立共生 Conviviality＝みんなで賑わいのある場をつくる
孤独な営みによる個の自立と、社会の中にいるという認識が個人の尊厳を成り立たせる

●個人の弱さを受け入れ、みんなが強くなるための道具　
●食の意欲と交流が深まる空間設計　　　　　　　　　　　　
●食の歓びが可視化され、共有できる情報活用の技術　　　
●歓びの体験が、社会に還元される情報化のシステム　　　　

安心安全の「食」の場で孤立の解消
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1.0　
固定的

2.0
直線的

3.0　
役割交代
円環的

Learning�Scape�3.0�Model

Curation�by�Nobuyuki�Ueda
Illustration�by�Kana�Iwata

独
断
的

孤立的

コンビビアル

集合的協同的共感的

自
律

他
律

依
存
的

共生

自
立

高

高

低

低

自律ー協同自律ー共感

独断ー孤立 独断ー集団

依存ー集団依存ー孤立

他律ー協同他律ー共感

ビビアル アンビビアル

自律ー協同自律ー協同自律ー共感自律ー共感

独断ー孤立 独断ー集団

依存ー集団依存ー孤立

他律ー協同他律ー協同他律ー共感他律ー共感

独
断
的

孤立的

コンビビアル

集合的協同的共感的

自
律

他
律

依
存
的

共生

自
立

高

高

低

低

自律ー協同自律ー共感

独断ー孤立 独断ー集団

依存ー集団依存ー孤立

他律ー協同他律ー共感

ビビアル アンビビアル

自律ー協同自律ー協同自律ー共感自律ー共感

独断ー孤立 独断ー集団

依存ー集団依存ー孤立

他律ー協同他律ー協同他律ー共感他律ー共感

独
断
的

孤立的

コンビビアル

集合的協同的共感的

自
律

他
律

依
存
的

共生

自
立

高

高

低

低

自律ー協同自律ー共感

独断ー孤立 独断ー集団

依存ー集団依存ー孤立

他律ー協同他律ー共感

ビビアル アンビビアル

自律ー協同自律ー協同自律ー共感自律ー共感

独断ー孤立 独断ー集団

依存ー集団依存ー孤立

他律ー協同他律ー協同他律ー共感他律ー共感

図 2�シェアダイニングの風景

図 1�シェアダイニングの自立共生仮説円環モデル

日下菜穂子 ,�上田信行他�2019�食を介した安心のコミュニティ形成のサー
ビスモデル：シェアダイニングの提案 , ヒューマンインターフェイスシンポ
ジウム　発表論文集 .�

独
断
的

孤立的

コンビビアル

集合的協同的共感的

自
律

他
律

依
存
的

共生

自
立

高

高

低

低

自律ー協同自律ー共感

独断ー孤立 独断ー集団

依存ー集団依存ー孤立

他律ー協同他律ー共感

ビビアル アンビビアル
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1 章　シェアダイニングの思想

自
立
共
生
の
ほ
ど
よ
い
バ
ラ
ン
ス
を

実
現
す
る
環
境
デ
ザ
イ
ン 

コ
ン
セ
プ
ト
メ
イ
キ
ン
グ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

し
て
、
場
の
賑
わ
い
が
高
ま
る
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
環

境
の
条
件
を
抽
出
し
、
８
つ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
ま
と

め
た
も
の
が
図
３
で
す
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
参

加
誘
導
、
参
加
中
の
行
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

参
加
後
の
体
験
の
意
味
づ
け
ま
で
の
一
連
の
シ
ェ
ア
ダ

イ
ニ
ン
グ
で
の
活
動
を
含
め
て
い
ま
す
。

2
章
に
示
す
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
た
め
の
ツ
ー
ル

は
、
こ
の
8
つ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応

し
て
い
ま
す
。な
お
02
の「
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
が
わ
か
る
」

に
対
応
す
る
お
に
活
レ
シ
ピ
ボ
ー
ド
は
、
完
成
し
た
料

理
の
写
真
と
コ
メ
ン
ト
を
壁
面
の
ボ
ー
ド
に
貼
り
付
け

て
投
稿
す
る
形
式
の
壁
面
ボ
ー
ド
で
す
（
写
真
82
ペ
ー

ジ
）。
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
用
い
る
道
具
に
よ
る
参
加

者
へ
の
影
響
や
場
の
検
証
は
、以
降
の
章
で
紹
介
し
ま
す
。

01 

タ
ン
グ
ラ
ム
テ
ー
ブ
ル

02 

お
に
活
レ
シ
ピ
ボ
ー
ド

03 

カ
ッ
プ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

04 

ロ
ン
グ
カ
ト
ラ
リ

05 

カ
ッ
プ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

06 

行
動
計
測
・
観
察
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

07  

AI
環
境
セ
ン
サ
ー

08 

歓
び
レ
シ
ピ
動
画

図 3�シェアダイニングを実現するための８ガイドライン

多様な選択がある ひとりでできない
ことがある

モノを使って
参加する行為が起きる

それぞれの
違いがわかる

実態として
情報に触れる

みんなの中にいる
という安心感がある

みんなの歓びが
歓びになる

記憶がつながる

�� �� �� ��

�� �� �� ��
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2
章　
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
へ
の
道
の
り
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Participatory Culture を中心に．全国大学国語教育学会国語科教
育研究：大会研究発表要旨集 , 117, 109-112.
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シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
場
を
構
築
す
る
中
で
、
最
も
コ
ア
と
な
る
機
能
を
実
用
最
小
限
の
シ
ス
テ
ム
（M

VP: 
M

inim
um

 Viable Product

）
と
し
て
実
装
す
る
こ
と
で
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
価
値
を
検
証
し
ま
し
た
。

Convivial

な
場
を
つ
く
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
ど
こ
ま
で
最
適
化
で
き
る
か
、
そ
し
て
シ
ェ
ア
ダ
イ

ニ
ン
グ
と
い
う
場
で
、
そ
の
価
値
を
創
出
で
き
る
か
と
い
う
価
値
実
証
（POV: Proof ofValue

）
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
実
装
へ

向
け
た
取
り
組
み

シェアダイニングへの道のり
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取
り
組
み
の
流
れキ

ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
　

寿
司
マ
ル
シ
ェ

歓
び
レ
シ
ピ
動
画

ハ
イ
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー 

脳
活
サ
ラ
ダ

 

キ
ッ
シ
ュ
Me

 

酢 uper Shake

ア
ク
テ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

行
為
の
デ
ザ
イ
ン

お
に
活

実
装
AI
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

@
ネ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

コ
ン
セ
プ
ト
・
メ
イ
キ
ン
グ
　

協
力
：
小
堀
哲
夫
建
築
設
計
事
務
所

　
@
同
志
社
女
子
大
学

ツ
ー
ル
開
発 

モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
使
用
　

協
力
：
タ
キ
イ
種
苗（
株
）

@
同
志
社
女
子
大
学

行
動
セ
ン
シ
ン
グ
・
動
画
編
集
の
仮
説
検
証
↓
知
財
登
録

＠
日
本
橋
高
島
屋
三
井
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

主
催
：（
公
財
）ハ
イ
ラ
イ
フ
研
究
所

広
報
：
高
齢
者
研
究

@
イ
オ
ン
葛
西
店

調
理
具
実
験
　

協
力
：（
株
）キ
ユ
ー
ピ
ー
、
タ
キ
イ
種
苗（
株
）

@
同
志
社
女
子
大
学

カ
ッ
プ
・
行
動
計
測
実
験

@
同
志
社
女
子
大
学

カ
ッ
プ
交
流
促
進
検
証

協
力
：(

株)M
izkan 

↓
共
同
研
究 

@
イ
ン
タ
ー
オ
フ
ィ
ス

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
空
間
設
計

協
力
：（
株
）イ
ン
タ
ー
オ
フ
ィ
ス
、（
株
）ビ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
｀

@
同
志
社
女
子
大
学
　ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

「
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
：
僕
た
ち
は
き
っ
と
大
丈
夫
」
の
開
催

協
力
：
Ｐ
Ｆ
Ｕ
（
株
）、
富
士
通
（
株
）
　

@
同
志
社
女
子
大
学

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
行
為
の
バ
グ
検
証

協
力
：（
株
）ハ
ー
ズ
実
験
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
　

@
イ
オ
ン
葛
西
店

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
社
会
実
装
実
験

協
力
：
イ
オ
ン（
株
） 

　Ｐ
Ｆ
Ｕ
（
株
）
　大
和
冷
機
工
業
（
株
）

＠
京
都
ア
カ
デ
ミ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

共
催
：
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル（
株
）、
イ
オ
ン（
株
）

1.1
1

2.1
1

3.1
1

3.1
5

4.2
2

5.85.1
3

7.37.2
0

7.2
8

8.1
2～
23

10
.27

234567891011 1
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ツール開発
❶

Prototype 
development

❶
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

場
所
：
ネ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
奈
良
県
吉
野
市
）

協
力
：
小
堀
哲
夫
建
築
設
計
事
務
所　

概
念
生
成
と
コ
ン
セ
プ
ト
構
築
の
議
論
を
イ
ラ
ス
ト
や
模
型

を
使
っ
て
可
視
化
し
、
合
意
形
成
を
確
か
な
も
の
に
し
た
。

テーブルのペーパー模型を使って、
コンビビアルなダイニング空間を
キックオフメンバーで検証。可動性
の高いテーブルをシェアダイニング
に設置することで、多様な用途や選
択の幅を広げる。使う人がテーブル
の配置を工夫し、食事しやすい空間
にする行動が発生する。
→ p.36 〜 p.37 参照

1
月
11
日

タングラムテーブル
小堀哲夫建築設計事務所
株式会社インターオフィス
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シェアダイニングのためのツール開発１

タングラムテーブル
小堀哲夫建築設計事務所
株式会社インターオフィス

https://youtu.be/GDraygabKg4

左の QR コードから
タングラムテーブルに
ついて、設計を担当した
小堀氏による解説が
ご覧いただけます。

写真：長谷川健太

写真：長谷川健太

「テーブルはみなさん丸か四角と
考えがちですが、丸だと中心性を
もってしまう。フラットな感じに
なります。しかし、実は人間はコ
ミュニケーションが上手な人と、
ちょっと苦手な人というように多
様な関係性の持ち方があると思い
ます。部屋の中でも隅っこにいた
い人と、真ん中にいたい人、いろ
いろいます。そういう人たちが好
きな場所を選べて、より人間の行
動にアフォーダンスしていくよう
なテーブルの形を考えました。い
ろんな角度や長さがあるので、自
分が心地よく感じる場所を探して
座れます。これを『関係性のデザ
イン』と呼んでいます。
自分が心地よいと思える座る向き
や相手との距離感を探れるのが、
このテーブルの大きな特徴と思い
ます。座る位置によっていろんな
関係性が生まれるので、『多様性
のデザイン』でもあります。」
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❷ 
寿
司
マ
ル
シ
ェ

場
所
：
同
志
社
女
子
大
学 

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス　

協
力
：
タ
キ
イ
種
苗
（
株
）

研
究
者
と
地
域
の
シ
ニ
ア
が
大
学
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
、
巻

き
寿
司
を
作
っ
て
食
べ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
午
後
に
は
、
研

究
メ
ン
バ
ー
が
揃
う
全
体
会
で
、
午
前
中
の
体
験
を
基
に
シ
ェ

ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
思
想
と
そ
の
概
念
実
装
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
た
。

2
月
11
日

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
設
計

食
材
の
情
報
・
食
の
知
識
・
記
憶

当
事
者
と
研
究
者
が
集
ま
り
、
好
み
の
具
材
を
選
ん
で
巻
き

寿
司
を
作
る
。
種
苗
会
社
、
音
楽
家
、
料
理
経
験
の
豊
富
な
シ

ニ
ア
な
ど
様
々
な
人
た
ち
が
、
互
い
の
知
識
や
技
能
を
持
ち
寄

り
、
共
感
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
起
す
る
状
況
を
観
察

し
た
。
午
後
の
全
体
会
で
は
、
空
間
の
大
き
さ
や
用
途
に
応
じ

て
使
用
で
き
る
可
変
式
の
テ
ー
ブ
ル
の
実
寸
サ
イ
ズ
の
モ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
会
場
に
設
置
し
、
取
り
囲
ん
で
み
て
感
想
を
聞
い
た
。

https://youtu.be/hQQ6xTpR4r4

上記 QR コードから寿司マルシェの動
画がご覧いただけます。
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※知財登録

分析によって得られた知見を、共感創出のシステムとして知財申請した ( 共感創出シ
ステム : 2019-152749 特願 152749)。フロー理論に基づく意図への気づきや、創
造的心理状態の把握から、調理者に近い情動体験を促す共感関係形成のシステム。

3
月
7
日

❸ 
歓
び
レ
シ
ピ
動
画

場
所
：
同
志
社
女
子
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス　

巻
き
寿
司
を
作
る
調
理
場
面
を
カ
メ
ラ
で
記
録
。

調
理
中
の
自
律
的
な
行
動
と
感
情
表
出
を
セ
ン
シ
ン

グ
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
取
得
す
る
仮
説
を
設
定
し
、
記

録
し
た
映
像
を
編
集
。
動
画
の
視
聴
者
に
は
、
調
理

者
に
対
し
て
ど
れ
く
ら
い
共
感
し
た
か
を
ヒ
ア
リ
ン

グ
。
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❹ 
ハ
イ
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

場
所
：
日
本
橋
高
島
屋
三
井
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

主
催
：
公
益
財
団
法
人
ハ
イ
ラ
イ
フ
研
究
所

生
活
者
、
消
費
者
の
視
点
か
ら
次
世
代
高
齢
者
の
調
査
・
研
究
を
実
施
す
る
公

益
財
団
法
人
ハ
イ
ラ
イ
フ
研
究
所
の
主
催
に
よ
り
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
特
に
、
高
年
齢
で
孤
立
し
た
人
や
認

知
症
の
あ
る
人
へ
の
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
、
多
領
域
か
ら
の
意
見
交
換

を
行
う
こ
と
で
、
多
業
種
の
連
携
が
広
が
っ
た
。

3
月
15
日

https://youtu.be/dYiwWNSOBoM

左の QR コードからハイラ
イフセミナー動画がご覧い
ただけます。

セミナーの時に参加者それぞれに講座
で印象に残った言葉を書いてもらった
６elements

＊ 関東エリアでの情報発信と「シェアダイニング」
に関して広く声を集めるとともに、関係者ネッ
トワークを広めることを目的としたセミナー
で、プロジェクトの目的・コンセプトを共有し、
共同研究・協力研究者・企業・団体間の相互の
連携を深める。このセミナーから、多業種の連
携が広がった。
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❺ 
脳
活
サ
ラ
ダ

場
所
：
イ
オ
ン
葛
西
店

協
力
：
キ
ユ
ー
ピ
ー
（
株
）・
タ
キ
イ
種
苗
（
株
）

総
合
ス
ー
パ
ー
の
顧
客
と
、
色
合
い
や
栄
養
を
考
え
な
が
ら
オ
リ

ジ
ナ
ル
サ
ラ
ダ
を
作
り
、
鑑
賞
し
な
が
ら
食
べ
る
。
長
い
調
理
具
を

使
っ
て
、
他
者
に
食
材
を
取
り
分
け
る
と
い
う
、
思
い
や
り
の
行
動

の
誘
発
を
実
験
。
参
加
者
と
思
い
や
り
行
動
を
振
り
返
り
、
そ
の
効

果
を
心
理
学
と
精
神
医
学
の
立
場
か
ら
解
説
す
る
講
演
つ
き
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
。

ツール開発
❷

Prototype 
development

4
月
22
日

ロングカトラリ
健常高齢者食行動グループ

天国と地獄の長い箸の寓話から、約 1.5 メー
トルの柄の長いスプーンを用意した。自分
ひとりでは食べられない食器を使って、ど
うやってサラダをつくるのか。お互いの弱
さ（できないこと）を見せて補い合うと、集
団の強さが生まれる、その行為を誘うシェア
ダイニングのコンビビアル・ツール。「みん
な」のオリジナルサラダで、体と心も栄養に。
→p.46 〜 p.47 参照

https://youtu.be/dYiwWNSOBoM

左の QR コードから脳活サラ
の動画がご覧いただけます。
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シェアダイニングのためのツール開発２

ロングカトラリ
健常高齢者食行動グループ

シェアダイニングでの高齢者の共
生行動の発現を誘うツールとし
て、自分一人では食事がしにくい、
長い柄の調理器具を作成した。
弱さ（できないこと）を見せる行
為が、他者の共感と援助行動を誘
発する。そのためのコミュニエー
ションのツールとして、食器や調
理器具が役立てられる。

47 462 章　シェアダイニングへの道のり



❻ 
キ
ッ
シ
ュ
Me

場
所
：
同
志
社
女
子
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス

工
学
、心
理
学
、福
祉
の
専
門
家
と
学
生
が
、キ
ッ
シ
ュ

を
調
理
・
食
事
し
た
様
子
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
そ
の

映
像
を
確
認
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
環
境
に
お
け
る
食
事

行
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
観
察
す
る
手
法
に
つ

い
て
検
討
。

5
月
8
日

ツール開発
❸

Prototype 
development

行動計測のカメラ・
観察アルゴリズム

西口 敏司（大阪工業大学）
高齢者行動解析グループ

参加者の移動�履歴を観察す
るために，天井カメラ，全
天球カメラを用いて観測す
る。全天球カメラで撮影し
た映像に，姿勢推定アルゴ
リズムを適用し，参加者の
移動履歴に基づく状況を観
測する。→p.50 〜 p.51 参照
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シェアダイニングのためのツール開発４

行動計測カメラ・ 
観察アルゴリズム

西口 敏司（大阪工業大学）
高齢者行動解析グループ

「大学内で行った実験では、天井
の上から撮影しています。
頭の位置を追跡すれば移動の軌跡
が測定できるほか、手の動きもわ
かります。例えば物を貸したり、
食器を運んだりといった活動が観
測できるようになっています。
こちらは、テーブルの上に配置し
た全方位を撮影できる撮影した映
像の一コマです。4 人の人がいる
のですが、その人の頭の位置を追
跡して、参加者の姿勢情報を獲得
することができます。これによっ
て、例えば、体の動きの大きさや
どのように移動したのかが観測で
きます。
また、各参加者の手の動きの大き
さを時系列でグラフに表示するこ
ともできます。主催者側としてみ
た場合、例えば、調理中にどうい
う支援をしたか、全体的にこの場
での活動の大きさから、全体が盛
り上がったのか、反対に活動が停
滞していたのはなぜなのかという
分析に使うことができます。」

https://youtu.be/UzmTcmuSb2Y

左の QR コードから行動
計測の解説がご覧いただ
けます。
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ツール開発
❹

Prototype 
development

5
月
13
日

❼ 
酢uper Shake

場
所
：
同
志
社
女
子
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス

　

協
力
：（
株
）M

izkan

→
（
後
に
共
同
研
究
へ
発
展
）

酢
B
A
R
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
ペ
ア
に
な
っ
た
人

の
好
み
や
気
分
を
聴
き
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
酢
の
カ
ク
テ
ル
を

作
っ
て
贈
り
合
う
。
カ
ッ
プ
に
挿
し
た
ス
ト
ロ
ー
に
は
相
手
の

印
象
か
ら
カ
ク
テ
ル
名
を
書
き
込
む
な
ど
、
カ
ッ
プ
を
介
し
た

イ
ン
タ
ー
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
設
計
し
検
証
。

そ
の
後
、食
事
を
し
、カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
映
像
を
確
認
。シ
ェ

ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
環
境
に
お
け
る
食
事
行
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
観
察
す
る
手
法
に
つ
い
て
検
討
。

カップインターフェイス
荒木英夫（大阪工業大学）
高齢者行動解析グループ

自然な食行動に利用可能な形態、参加者の動きを計量、参加者間のメッセージ
の送受信が可能という条件を実現するために，デバイスの形状としてカップを
選択。カップという制約の中で、自由に中身を選択できるため、食行動への意
欲が高まり、情報活用の能動性も高まることを確認した。
→p.54 〜 p.55 参照

KI 酢 NA ボトル　
（（株）Mizkan 制作）

「シェアダイニング�の思想を基に、（株）
Mizkan による「KI 酢 NAコンセプトボト
ル」開発の共同研究（株式会社Mizkan・
同志社女子大学・大阪工業大学）に発
展。http://www.mizkan.co.jp/kizuna-
project/���（2020 年９月リリース）。」
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シェアダイニングのためのツール開発 4

カップインターフェイス
荒木英夫（大阪工業大学）
高齢者行動解析グループ

「このカップのマイコン部分は、
カップ同士が通信して、その通信
した ID がサーバに送られるように
なっています。そしてそのサーバー
から相手にそのバナー送ることに
よって、名刺を交換するようなこ
とができます。
グラフには、カップの記録が表示
されます。横軸は時間、縦軸には
カップの中に入っている加速度セ
ンサーの絶対値が表示されます。
グラフの縦軸の低い部分は、カッ
プがあまり動いていないというこ
とになります。高いところは、コッ
プが動いているということになり
ます。これによって、どのタイミ
ングに盛り上がっていたのか、乾
杯が多かったのかということが分
かります。
また、参加者の中で活性度が低い
方に対して、振動機能を使って、
もう少しコミュニケーションを取
るように伝えたり、場合によって
はカップのディスプレイの部分に
メッセージを出すこともできます。
例えば、趣味が同じ方を紹介する
ような機能も追加することができ
ます。」

https://youtu.be/tD65Zf3sWG4

左の QR コードからカッ
プインターフェイスの解
説がご覧いただけます。

55 542 章　シェアダイニングへの道のり



❽ 
ア
ク
テ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

場
所
：
イ
ン
タ
ー
オ
フ
ィ
ス　

青
山

　

協
力
：（
株
）
イ
ン
タ
ー
オ
フ
ィ
ス　
　

　
　
　
　
（
株
）
ビ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ　

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
設
置
す
る
テ
ー
ブ
ル
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

用
い
て
、
実
際
の
食
空
間
で
多
人
数
が
調
理
す
る
場
面
を
空
間
設

計
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
実
演
。
予
測
さ
れ
る
参
加
者
行
動
、
テ
ー

ブ
ル
の
操
作
性
を
確
認
し
、
テ
ー
ブ
ル
の
改
良
点
、
自
立
共
生
行

動
と
感
動
体
験
が
生
起
し
や
す
い
空
間
の
条
件
（
テ
ー
ブ
ル
の
大

き
さ
、
配
置
、
空
間
の
形
状
、
動
線
、
等
）
を
検
討
し
た
。

7
月
5
日

Marche

ち
ょ
っ
と
集
ま
っ
て
、

ち
ょ
っ
と
つ
く
っ
て
、

ち
ょ
っ
と
食
べ
る
。

食
べ
る
コ
ト
で
つ
な
が
る
。

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ

りんご箱

ポスター

ロングカトラリー

タングラムテーブル

AI 環境センサー
プロジェクター

カップインターフェイス

レシピボード

yasai
¥500

yas
ai

¥500

yasai
¥500

yasai

¥500

yasai
¥500

シェアダイニング空間設計

シェアダイニング空間イメージ図
港のマルシェに停泊する船イメージ
空間イメージ作成：三宅由莉

AEON
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❾ 
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

場
所
：
同
志
社
女
子
大
学  

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ 
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
ツ
ー
ル
お
よ
び
シ

ス
テ
ム
開
発
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
約
1
2
0

名
の
参
加
者
と
と
も
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

ツール開発
❺

Prototype 
development

7
月
20
日

https://youtu.be/tD65Zf3sWG4

左の QR コードからシン
ポジウムの動画がご覧い
ただけます。

AI 環境センサー
（株）PFU

場の感情の盛り上がりの測定のための AI 環境センサー（( 株 )PFU�と富士
通 ( 株 ) の次世代会議室プロジェクトで開発する�Sound�Scanning�Edge�AI�
Technology の「集団の盛り上がり計測と促進」）のシェアダイング環境での応
用を検討し、シェアダイニングでの場の盛り上がりが参加者に直感的に伝わる
可視化のフィードバックを加えた。イオン葛西店での実験において検証。
→p.60 〜 p.61 参照
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シェアダイニングのためのツール開発 5

AI 環境センサー
（株）PFU

AI 環境センサー活用（共生行動
の測定とフィードバック）

（ 株 ）PFU と 富 士 通（ 株 ） の 次
世代会議室プロジェクトが開発
す る Sound Scanning Edge AI 
Technology の「集団の盛り上が
り計測と促進」の効果をイオン葛
西店での実験において検証した。
( 株 ）PFU が、CEATEC2019 に
おいて、「音で場の雰囲気を計測
する」出展を行った。

61 602 章　シェアダイニングへの道のり



➓ 
行
為
の
デ
ザ
イ
ン

場
所
：
同
志
社
女
子
大
学  

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス

協
力
：（
株
）
ハ
ー
ズ
実
験
デ
ザ
イ
ン
研
究
所

総
合
ス
ー
パ
ー
で
の
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
実
験
に
向
け
て
、

「
行
為
の
デ
ザ
イ
ン
の
思
考
法
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
提
唱
者

の
村
田
智
明
氏
と
行
い
、
食
品
を
購
入
し
て
か
ら
シ
ェ
ア
ダ
イ

ニ
ン
グ
で
食
事
を
す
る
ま
で
の
実
践
で
想
定
さ
れ
る
行
為
の
バ

ク
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
解
決
法
を
探
る
。

7
月
28
日

シェアダイニングは JST未来社会創造事業「世界一の安全・安心社会の実現」領域のプロジェクトです。

主催：シェアダイニング　〒610-0395 京田辺市興戸 同志社女子大学内  URL: http://dwc-gensha.jp/HP_kusaka/shareddining/
協力：イオン葛西店

※シェアダイニングは、社会的な孤立の解消に、食を通じて人がつながり安心して暮らせる社会を作る研究プロジェクトです。
　ご参加の様子をカメラでを記録させていただき、個人情報を厳重に管理の上、研究開発に役立てさせていただきます。
   ご理解の上、ご協力くださいますようお願い申し上げます。

●場　所：イオン葛西店　4F GG ギャラリー　
●時　間：11:00～
●参加費：  300 円（具材買い出し分）

　　　　　　　　※自分が食べる分の具材（300 円程度）をイオン内でお買い物していただきます。
　　　　　　　　※ご飯、調味料、海苔、お茶はシェアダイニングにご用意しています。
　　　　　　　　※中学生以下のお子様は無料です。

●定　員：12名 / 各日  （事前申込が必要です）

2019 年 8月12日（月）
            ～8月23日（金）

1 階サービスカウンターで、
「シェアダイニングに参加！」とお申
し込みください。
※10 日間期間限定、各日は 12 名様限
定です。

えらぶ

つくる

たべる

＊詳細は、お申し込み時にお渡しするチラシをご覧ください。

１階の食品売場で、具材のお買い物。
　
買ってきた具材を使っておにぎりをにぎる。

自分のおにぎりが完成したら、いただきます！

（10 時 30 分より受付開始）

●11時スタート（集合場所：4階 GGギャラリー）

当日の予定

申し込み方法

4階
GGギャラリー

ほかほかおにぎりをつくって食べよう会

つ
く
っ
て
食
べ
る
と

お
い
し
い
ね
。

好
き
な
も
の
選
ぶ
と

た
の
し
い
ね
。

い
っ
し
ょ
に
食
べ
る
と

元
気
に
な
る
ね
。

※17 日（土）、18 日（日）はお休みです。

おにぎり初心者おひとり参加大歓迎！

このワークショップから、イオンで行
うシェアダイニングのメニューやアク
ティビティを決定し、チラシの制作の
ための撮影を行った。
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３
章　
シ
ェ
ア
ダ
イ
ン
ニ
ン
グ
の
実
験
「
お
に
活
」

10
月
27
日

 
➓
実
装 

AI　

場
所
：
京
都
ア
カ
デ
ミ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in  

丸
の
内

連
携
： 

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ

11

（A
ppreciative  Inquiry

）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

8
月
に
実
施
し
た
イ
オ
ン
葛
西
店
で
の

経
験
を
ベ
ー
ス
に
、
イ
オ
ン
（
株
）、
イ
オ

ン
リ
テ
ー
ル
（
株
）、
イ
オ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー

（
株
）
等
の
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー

12
人
と
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
未
来
構
想

を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
明
ら
か
に
す

る
。
こ
れ
ま
で
グ
ル
ー
プ
内
で
独
立
し
て

行
っ
て
い
た
事
業
を
総
合
し
て
広
げ
る
う

え
で
の
、
総
合
の
核
と
な
る
価
値
と
方
向

性
を
確
認
し
た
。

64



２
０
１
９
年
８
月

高
齢
者
の
孤
立
の
解
消
に
、
食
を
通
じ
た
緩
や
か
な
絆

を
作
ろ
う
と
、
作
っ
て
食
べ
る
場
所
を
地
域
に
つ
く
る
試

み
と
し
て
の
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
を
、
期
間
限
定
で
イ
オ

ン
葛
西
店
の
中
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
お
に
ぎ
り
一
品
だ
け
で
す
。

　
炊
き
た
て
の
ご
飯
と
ノ
リ
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
お

昼
前
に
集
ま
っ
て
、
３
０
０
円
程
度
の
お
に
ぎ
り
の
具
材

を
自
分
で
買
っ
て
き
て
、
各
々
が
買
っ
て
き
た
具
材
を
入

れ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
に
ぎ
り
を
一
緒
に
握
り
ま
す
。

で
き
た
お
に
ぎ
り
を
一
緒
に
つ
く
っ
た
人
と
交
換
し
た

り
し
な
が
ら
、み
ん
な
で
お
に
ぎ
り
を
ほ
う
ば
り
ま
し
た
。

で
き
た
お
に
ぎ
り
は
全
部
、見
た
目
も
味
も
違
う
け
ど
、

お
に
ぎ
り
を
食
べ
る
時
は
み
ん
な
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
お
に
ぎ
り
を
美
味
し
く
す
る
ス
パ
イ
ス
は
、
食
べ
さ

せ
て
あ
げ
た
い
人
を
思
う
気
持
ち
や
、
こ
ん
な
お
に
ぎ
り

を
作
り
た
い
と
未
来
を
前
向
き
に
思
い
描
く
想
像
力
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
　ご

飯
の
湯
気
、
い
つ
も
と
違
う
お
に
ぎ
り
の
食
感
、
み

ん
な
と
食
べ
る
時
の
笑
い
声
が
想
像
力
を
刺
激
し
て
、
そ

の
場
に
集
ま
る
人
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ

　
　
　

期
間
限
定
オ
ー
プ
ン

写真：長谷川健太
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❶アイスブレイク

❷具材をお買い物

❸見せ合いっこ

❹お米を桶に入れる

❺おにぎりをにぎる

いっしょに

えらぶ
いっしょに

たべる

いっしょに

つくる

❻撮影

❼カップで乾杯

❽おにぎりを食べる

❾レシピカードを書く

➓シェアする

シェアダイニングのコンセプト映像
を視聴。全員が大声で挨拶し、AI 環
境センサーのハートの動画を動かし
てみる。

炊飯器からみんなの分のお米を桶に入
れて調理台へ運ぶ。

各々買ってきた具材を入れて、おにぎ
りを握る。

の 1 日

参加費の 300 円を持って、イオン内
のスーパーへ、おにぎりの具材を買い
に行く。

カップインターフェイスにお茶を入れ
て、みんなで乾杯。

つくったおにぎりを持って、記念撮影。

みんなのレシピボードに、開催期間中、
毎日みんなのレシピカードが貼られ
た。

つくったおにぎり
に名前をつけて、
写真と一緒にオリ
ジナルレシピを紹
介。

シェアダイニングのエプロンをつけて、参加者のみ
なさんと記念撮影。

買ってきた具材を見せ合いながら、話す。

69 683 章　シェアダイニングの実験「おに活」



シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
社
会
実
験

2
0
1
9
年
8
月
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
理
念
の

実
証
を
目
的
に
、
東
京
都
江
戸
川
区
の
イ
オ
ン
葛
西
店

の
一
角
で
10
日
間
の「
お
に
活
」を
実
施
し
ま
し
た
。「
お

に
活
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
当
事
者
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
や

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
で
明
ら
か
に
し
た
社
会
ニ
ー
ズ
、

予
備
実
験
を
繰
り
返
し
て
蓄
積
し
た
知
見
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
そ
の
シ
ス
テ
ム
に
統
合
し
た
、
シ
ェ
ダ
イ
ニ
ン
グ
の

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
社
会
実
験
で
す
。

　

総
合
ス
ー
パ
ー
と
い
う
公
共
空
間
に
お
い
て
、
新
し

い
食
の
場
の
シ
ス
テ
ム
を
現
在
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
ど

こ
ま
で
最
適
化
で
き
る
の
か
、
そ
し
て
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ

ン
グ
の
価
値
を
空
間
、
道
具
、
活
動
の
設
計
に
よ
っ
て

ど
こ
ま
で
実
証
（POV: Proof of Value

）
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
を
「
お
に
活
」
の
実
験
に
よ
り
検
証
し

ま
す
。そ
の
た
め
に
、①
カ
メ
ラ
に
よ
る
行
動
計
測
、カ
ッ

プ
を
用
い
た
セ
ン
シ
ン
グ
、
②
動
画
編
集
やAI

環
境
セ

ン
サ
ー
の
ハ
ー
ト
映
像
提
示
に
よ
る
計
測
デ
ー
タ
の
参

加
者
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
お
よ
び
テ
ー
ブ
ル
や
調

理
具
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
設
計
、
③
参
加

者
の
自
立
共
生
行
動
を
促
す
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

プ
ロ
グ
ラ
ム
進
行
の
た
め
の
人
と
活
動
の
設
計
、
の
３

側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
統
合
し
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ

ン
グ
の
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
し
て
、
イ
オ
ン

葛
西
店
で
「
お
に
活
」
を
実
装
し
ま
し
た
。

「
お
に
活
」
の
シ
ス
テ
ム
概
要

「
お
に
活
」
の
シ
ス
テ
ム
設
計
の
際
に
特
に
留
意
し

シェアダイニングの社会実験「おに活」での価値実証 PoVの概要
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た
こ
と
は
次
の
2
点
で
す
。

1
点
目
は
、
孤
立
傾
向
の
高
い
中
高
年
者
を
対
象
と

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
か
ら
、
一
般
の
社
会
活
動

へ
の
参
加
の
動
機
づ
け
の
な
い
人
、
ま
た
は
社
会
参
加

の
動
機
づ
け
の
低
い
人
の
参
加
意
欲
を
ど
の
よ
う
に
高

め
る
か
と
い
う
こ
と
、
2
点
目
は
、「
お
に
活
」
空
間
で

の
個
人
の
主
体
的
な
活
動
へ
の
関
与
と
、
参
加
者
間
の

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
活
性
し
、
場
の
賑
わ
い
が
高
ま

る
条
件
を
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
空
間
に
組
み
込
む
こ
と

が
シ
ス
テ
ム
の
検
討
の
際
の
重
点
課
題
で
し
た
。

1
点
目
の
社
会
参
加
の
動
機
づ
け
に
関
し
て
は
、
高

齢
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
経
験
を

も
と
に
、
ポ
ス
タ
ー
や
動
画
の
配
信
に
よ
り
活
動
内
容

を
具
体
的
に
広
報
し
、
参
加
不
安
の
低
減
を
は
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、イ
オ
ン
葛
西
店
内
の
既
存
の
顧
客
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
（
朝
活
）
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
口
コ
ミ
も
、
新

し
い
活
動
へ
の
信
頼
を
高
め
る
上
で
効
果
的
で
あ
っ
た

と
い
え
ま
す
。

2
点
目
の
自
立
共
生
の
場
を
創
出
す
る
シ
ス
テ
ム
設

計
に
つ
い
て
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
コ
ン
セ
プ
ト
実

現
の
８
条
件
に
基
づ
き
、
①
計
測
、
②
道
具
、
③
運
用

の
３
側
面
か
ら
検
討
を
行
い
、
図
に
示
す
「
お
に
活
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
統
合
し
ま
し
た
。

「
お
に
活
」
の
空
間
に
設
置
す
る
タ
ン
グ
ラ
ム
テ
ー

ブ
ル
、
カ
ッ
プ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
、
喜
び
レ
シ
ピ
動

画
、
AI
環
境
セ
ン
サ
の
自
立
共
生
の
機
能
は
、
こ
れ
ま

で
の
試
行
と
実
験
に
よ
り
改
善
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
行

は
言
語
的
な
教
示
等
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
す
る
の
で
は

な
く
、
道
具
の
配
置
や
提
示
法
に
よ
っ
て
、
よ
り
自
発

「おに活」のプログラム
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的
に
近
い
状
態
で
イ
ベ
ン
ト
が
生
起
す
る
こ
と
を
意
図

し
て
環
境
設
計
を
行
う
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

「
お
に
活
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ
は
、
受
付
、
ア

イ
ス
ブ
レ
イ
ク
後
に
、
各
自
で
お
に
ぎ
り
の
具
材
を

3
0
0
円
の
参
加
費
で
買
い
出
し
に
行
き
、
調
理
、
乾

杯
、
食
事
、
写
真
撮
影
、
お
に
ぎ
り
ボ
ー
ド
へ
の
投
稿
、

振
り
返
り
動
画
を
見
て
解
散
の
流
れ
が
通
常
で
す
。
所

要
時
間
は
約
90
分
間
で
、
終
了
後
に
空
間
に
留
ま
れ
る

時
間
は
約
2
時
間
あ
り
、
活
動
後
の
自
由
な
交
流
を
促

し
ま
し
た
。

「
お
に
活
」
の
デ
ー
タ
活
用
の
可
能
性

2
0
1
9
年
8 

月
12
日
か
ら
23
日
の
う
ち
平
日
の
全

10
日
間
に
わ
た
る
「
お
に
活
」
に
参
加
し
た
人
は
、
一

般
客
1
0
1
人
、見
学
者
が
52
人
で
し
た
。
そ
の
う
ち
、

研
究
協
力
へ
の
承
認
と
デ
ー
タ
利
用
の
許
諾
の
得
ら
れ

た
人
を
対
象
に
、
行
動
観
察
お
よ
び
質
問
紙
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

カ
メ
ラ
に
よ
る
計
測
で
は
、
調
理
や
食
事
の
行
動

を
天
井
カ
メ
ラ
と
机
上
の
３
６
０
度
カ
メ
ラ
で
記
録
し
、

「
お
に
活
」
空
間
に
お
け
る
参
加
者
間
の
視
線
（
ア
イ
コ

ン
タ
ク
ト
・
共
同
注
意
の
イ
ベ
ン
ト
）
や
動
作
を
検
出

し
、イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
解
析
に
役
立
て
ま
し
た
（
佐

野
他
、
２
０
２
０
）。
ま
た
調
理
具
を
用
い
た
セ
ン
シ
ン

グ
に
つ
い
て
は
、
カ
ッ
プ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
は
赤
外

線
通
信
機
能
お
よ
び 

W
i
-F
i 

通
信
機
能
に
よ
っ
て
、

乾
杯
し
た
相
手
の
特
定
や
、
使
用
頻
度
・
速
度
の
測
定

か
ら
人
と
モ
ノ
と
の
関
わ
り
の
計
測
に
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す（
荒
木
他
、２
０
１
９
）。
シ
ェ

ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
の
発
話
に
よ
る
音
声
感
情
認
識
の
結

果
を
壁
面
の
デ
バ
イ
ス
に
出
力
し
、
個
人
か
ら
場
全
体

へ
の
メ
タ
認
知
を
促
す
I
O
T
制
御
の
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
は
、
株
式
会
社
P
F
U
の
協
力
に
よ
り
AI
環
境
セ

ン
サ
に
実
装
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
設
計
に

よ
り
、「
お
に
活
」
で
の
画
像
解
析
か
ら
参
加
者
の
頭

部
領
域
の
軌
跡
か
ら
自
立
共
生
行
動
の
特
徴
が
あ
る
程

度
観
測
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
（
西
口
他
、

２
０
１
９
）。
ま
た
、
行
動
観
察
の
結
果
か
ら
は
、
孤
立

傾
向
や
虚
弱
の
あ
る
人
の
存
在
に
よ
っ
て
集
団
の
共
生

行
動
が
高
ま
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

状
況
に
よ
っ
て
変
化
す
る
人
の
行
動
を
環
境
と
の
関

わ
り
で
計
測
す
る
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
自
立
共
生
仮

説
円
環
モ
デ
ル
を
用
い
る
こ
と
で
、
参
加
者
の
場
へ
の

貢
献
へ
の
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
1
章
の

27
ペ
ー
ジ
掲
載
の
写
真
は
、
孤
立
傾
向
の
高
い
男
性
と

そ
の
近
く
に
い
た
参
加
者
と
が
、
調
理
完
成
時
に
は
完

75 743 章　シェアダイニングの実験「おに活」



成
し
た
料
理
を
見
せ
て
分
け
あ
う
交
流
に
発
展
し
た
事

例
で
す
。
孤
立
傾
向
の
高
い
男
性
の
料
理
に
集
中
す
る

行
動
へ
の
注
目
が
、
そ
れ
ま
で
個
々
に
調
理
し
て
い
た

他
の
参
加
者
の
積
極
的
な
関
心
や
称
賛
と
い
う
共
生
行

動
の
誘
引
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
複
数
の
参
加
者
の
参

加
者
間
の
共
感
的
な
関
わ
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
男
性
が
料
理
を
完
成
し
た
時
に
は
大
き
な
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
展
開
は
固
定
的
で
は
な
く
、

状
況
の
文
脈
の
中
で
起
こ
る
瞬
間
的
な
出
来
事
で
す
。

そ
の
た
め
、
個
人
が
必
ず
し
も
常
に
共
感
的
で
あ
る
必

要
は
な
く
、
ひ
と
り
で
行
う
孤
独
な
自
立
行
動
と
、
同

じ
活
動
に
参
加
し
て
い
る
人
た
ち
の
と
調
和
す
る
共
生

行
動
が
、
適
度
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
生
起
す
る

時
に
、
場
の
賑
わ
い
が
高
ま
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

探
索
期
間
で
開
発
し
た
こ
の
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
、
今
後
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
小
売
店
の
他
、
福
祉
施
設
で
実
装
し

て
い
け
る
可
能
性
も
広
が
り
ま
す
。（Fukuda, et.al., 

2020

）。
今
後
さ
ら
に
実
装
に
よ
る
デ
ー
タ
収
集
と
行

動
の
解
析
を
重
ね
、
参
加
者
と
事
業
者
双
方
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
発
信
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
へ
と
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

「おに活」システムの概略
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シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
社
会
実
装
に
向
け
て

地
域
の
生
活
支
援
拠
点
か
ら

       
地
域
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築
へ

村
瀬
義
典　
イ
オ
ン
株
式
会
社　
グ
ル
ー
プ
エ
リ
ア
戦
略
チ
ー
ム　
地
域
連
携
グ
ル
ー
プ　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

佐
藤
京
子　
イ
オ
ン
株
式
会
社　
ヘ
ル
ス
＆
ウ
ェ
ル
ネ
ス　
ア
ド
バ
イ
サ
ー

イ
オ
ン
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
や
行
政
、
企
業
な
ど
様
々
な
メ
ン
バ
ー
と
一
体
と
な
っ
た
地
域
発
展
の
新

し
い
枠
組
み
「
地
域
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
取
り
く
ん
で
い
ま
す
。
特
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
ヘ

ル
ス
＆
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
視
点
か
ら
運
動
と
と
も
に
、
食
事
と
社
会
参
加
に
資
す
る
機
会
を
提
供
し
高
齢
化

や
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
地
域
の
生
活
支
援
拠
点
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
に
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
こ
と
で
地
域
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
社
会
実
装
に
向
け
て

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
出
の
重
要
性
と
イ
オ
ン
の
店
舗
と
い
う

リ
ア
ル
拠
点
の
可
能
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

C
O
V
I
D
-

 

19
拡
散
下
で
、
日
常
生
活
に
密
着
し
た
店
舗
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
と
し
て
ど
の
よ
う
に
機
能
し
、
新
し
い

価
値
を
提
供
で
き
る
の
か
探
索
し
て
お
り
ま
す
。

I
C
T
リ
テ
ラ
シ
ー
の
急
速
な
向
上
や
基
礎
疾
患
の
予
防
に
対
す

る
意
識
の
変
化
等
を
具
体
的
な
行
動
変
容
に
つ
な
げ
て
い
く
プ
ロ
セ

ス
で
、
確
固
た
る
学
術
的
知
見
に
基
づ
い
た
科
学
技
術
と
人
間
の
気

持
ち
に
寄
り
添
い
、
楽
し
さ
や
喜
び
の
創
出
を
目
指
す
社
会
心
理
学

の
知
見
が
融
合
し
た
「
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
」
の
思
想
を
体
内
化
す

る
こ
と
は
地
域
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
資
す
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
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シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
社
会
実
装
に
向
け
て

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
へ
の
期
待

福
田　
亮
子　
株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
ス
タ
イ
ル
ケ
ア　
ベ
ネ
ッ
セ 

シ
ニ
ア
・
介
護
研
究
所　
主
任
研
究
員

「
食
べ
る
」
こ
と
は
、
人
が
生
き
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
た
め
に
重
要
で
す
。
ま
た
、
誰
か
と
一

緒
に
食
べ
る
こ
と
は
社
会
性
の
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
し
、
調
理
を
す
る
場
合
は
、
献
立
を
考
え
、
材
料

を
選
び
、
調
理
を
す
る
と
い
う
複
雑
な
作
業
を
行
う
こ
と
が
諸
機
能
の
維
持
に
つ
な
が
る
な
ど
の
側
面
も

あ
り
ま
す
。

健
康
な
時
に
は
、
き
わ
め
て
日
常
的
な
「
当
た
り
前
」
の
行
動
ゆ
え
、
改
め
て
そ
の
こ
と
を
深
く
掘
り

下
げ
て
考
え
る
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、何
ら
か
の
理
由
で
そ
れ
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、

私
た
ち
は
は
じ
め
て
そ
の
影
響
の
大
き
さ
に
気
づ
き
ま
す
。
自
分
は
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
の
に
、
周
り

の
人
が
で
き
な
い
と
思
い
、
調
理
を
さ
せ
て
も
ら
え
な
く
な
っ
た
り
、
食
べ
た
い
も
の
を
食
べ
さ
せ
て
も

ら
え
な
く
な
っ
た
り
し
た
場
合
、
そ
の
影
響
は
さ
ら
に
大
き
な
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
社
会
実
装
に
向
け
て

ひ
と
り
で
は
な
く
誰
か
と
一
緒
に
「
食
」
に
関
す
る
行
動
を
す
れ
ば
、
お
互
い
が
自
分
の
得
意
な
こ
と

を
活
か
し
、
他
の
人
の
不
得
手
な
こ
と
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
の
人
に
助
け
て
も
ら
う

こ
と
が
増
え
て
い
る
人
の
場
合
、「
誰
か
の
た
め
に
何
か
が
で
き
る
」
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
し
ょ
う
。
た

と
え
調
理
は
で
き
な
く
て
も
、
一
緒
に

食
べ
て
「
美
味
し
い
」
と
喜
ぶ
こ
と
で
、

そ
の
人
は
調
理
し
た
人
の
た
め
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
が
誰
に
で
も
使

え
る
よ
う
に
な
り
、
介
護
現
場
に
お
い

て
も
人
と
人
を
つ
な
い
で
「
そ
の
方
ら

し
く
」
生
き
て
い
く
こ
と
を
支
え
る
時

代
が
、
近
い
将
来
訪
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
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●
研
究
名
：
認
知
症
を
疑
い
、
初
め
て
病
院
を
受
診
さ
れ
た
方
の
「
食
事
の
準
備
」
に
関
す
る
研
究

成
本
迅  （
京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
）

江
口
洋
子
（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
精
神
・
神
経
科
学
教
室
）

松
田
有
希
子
（
京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
）

研
究
の
概
要

　

食
事
の
準
備
に
関
す
る
日
常
生
活
活
動
（ADL: Activities of

Daily Living

）
の
低
下
は
、
軽
度
認
知
障
害
や
軽

度
認
知
症
の
段
階
か
ら
見
ら
れ
る
（
大
内
ら
、2013;

堀
田
ら
、2017

）
が
、
初
診
以
前
に
患
者
が
自
ら
調
理
し
て

認
知
機
能
の
低
下
で
も
習
熟
作
業
は
残
存
す
る
。

「
食
事
の
準
備
」
が
も
た
ら
す
可
能
性

基
礎
研
究
１

い
る
割
合
や
、
調
理
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
場
合
に
誰
が
代
わ
り
に
調
理
し
て
い
る
か
な
ど
の
配
膳
に
関
す
る
実

態
の
報
告
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
食
事
の
準
備
は
、
複
数
の
手
順
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
、
そ
れ
を
確
実
に
実

行
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
認
知
機
能
が
軽
度
低
下
の
段
階
か
ら
影
響
を
受
け
や
す
いADL

で
あ
る
が
、
一
方
で
作

業
の
い
く
つ
か
は
、
認
知
症
が
進
行
し
て
も
毎
日
の
動
作
の
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
に
組
み
込
ま
れ
て
い
て
習
熟
し
て

い
れ
ば
行
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

本
研
究
は
、
認
知
症
の
疑
い
で
受
診
し
た
者
の
調
理
の
状
況
と
食
事
の
準
備
（
配
膳
）
の
介
入
に
関
す
る
状
況
を

初
診
時
の
問
診
や
A
D
L
の
評
価
か
ら
調
べ
、
さ
ら
に
認
知
機
能
検
査
の
結
果
と
の
関
連
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り

認
知
機
能
低
下
が
調
理
や
配
膳
に
与
え
る
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
事
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。な
お
、本
報
告
で
は
、

日
本
の
高
齢
世
代
の
文
化
的
背
景
と
し
て
女
性
が
食
事
を
準
備
す
る
こ
と
が
習
慣
化
さ
れ
て
き
た
た
め
、
対
象
者
を

女
性
に
限
定
し
て
い
る
。

結
果
と
し
て
、
本
研
究
の
対
象
者
の
7
割
以
上
で
食
事
の
準
備
（
自
分
で
総
菜
を
購
入
す
る
な
ど
の
調
理
し
な
い

場
合
も
含
む
）
を
日
に
一
度
以
上
行
っ
て
お
り
、
認
知
症
を
発
症
し
て
い
て
も
食
事
の
準
備
を
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、食
事
の
準
備
能
力
が
保
た
れ
て
い
る
ほ
ど
認
知
機
能
が
高
く
、栄
養
状
態
が
良
好
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、
認
知
機
能
が
低
下
し
て
い
る
者
で
も
お
よ
そ
半
分
は
食
事
の
準
備
能
力
が
保
た
れ
て
い
た
が
、
認
知
機
能

が
比
較
的
良
好
で
も
食
事
の
準
備
が
不
可
能
な
者
が
存
在
し
た
。
こ
の
結
果
に
よ
り
、
食
事
の
準
備
に
関
す
る
介
入
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方
法
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
の
初
期
か
ら
、
重
症
度
に
か
か
わ
ら
ず
個
別
に
対
応
す
る
必
要
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

　本
研
究
は
京
都
府
立
医
科
大
学
倫
理
委
員
会
に
て
承
認
を
受
け
て
実
施
し
た
。（
決
定
通
知
番
号
：ERB-C-1484

「
認

知
機
能
低
下
者
に
お
け
る
調
理
な
ら
び
に
食
事
の
準
備
に
関
す
る
調
査
研
究
」）

調
査
の
目
的
と
方
法

　

認
知
症
を
疑
い
、
初
め
て
病
院
を
受
診
し
た
女
性
高
齢
者
の
食
事
の
準
備
状
況
と
支
援
の
現
状
を
調
査
す
る
こ
と

と
、
食
事
の
準
備
能
力
と
認
知
的
・
身
体
的
な
機
能
低
下
の
関
連
に
つ
い
て
解
析
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
を
受
診
し
た
65
歳
以
上
の
女
性
の
初
診
患
者
２
２
０
名
。
カ
ル
テ
等
の
記
録
か
ら
後
方
視
的
観

察
研
究
を
行
い
、
道
具
的
日
常
生
活
活
動
（IADL

）
の
質
問
紙
の
う
ち
、「
食
事
の
用
意
」
項
目
の
デ
ー
タ
が
あ
る

２
０
１
名
を
解
析
の
対
象
と
し
た
。

調
査
結
果
か
ら

食
事
の
準
備
を
日
に
一
度
で
も
行
っ
て
い
る
者
は
、
対
象
者
の
う
ち
7
割
以
上
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
食
事
の
準
備

能
力
が
保
た
れ
て
い
る
ほ
ど
認
知
機
能
は
高
く
、
栄
養
状
態
が
良
好
で
あ
っ
た
。
認
知
機
能
が
低
下
し
て
い
る
者
で

A）指を曲げる、ものをつまむ
B）感覚入力を適切に利用する
　・手と物の位置関係を把握する
　・着衣などのまとまりのある作業
　・道具を使用すること
C）タイミングよく動作を開始すること、不適切な動作を抑制すること
D）道具を正しく認知すること

行為・動作に関わる脳部位と役割

頭頂葉

運動出力

感覚入力

感覚入力（体性感覚）

A B
C

D

側頭葉

前頭葉
後頭葉
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も
お
よ
そ
半
分
は
食
事
の
準
備
能
力
が
保
た
れ
て
い
た
が
、
一
方
で
認
知
機
能
低
下
が
軽
度
で
あ
っ
て
も
食
事
の
準

備
が
で
き
な
い
者
が
存
在
し
た
。

ま
た
、食
事
の
準
備
能
力
は
、認
知
機
能
な
ら
び
に
栄
養
状
態
と
関
係
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
で
き
た
。
さ
ら
に
、

食
事
の
準
備
に
関
す
る
介
入
は
、
認
知
機
能
低
下
の
初
期
か
ら
、
認
知
症
の
重
症
度
だ
け
で
な
く
個
別
の
状
況
に
合

わ
せ
て
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

つ
ま
り
、
食
事
の
準
備
に
関
し
て
は
、
認
知
機
能
低
下
の
軽
度
の
時
期
か
ら
残
存
す
る
能
力
を
活
か
し
、
個
別
の

状
況
に
合
わ
せ
て
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
男
性
の
場
合
に
は
、
調
理
習
慣
の
有
無
な
ど
が
女
性
と

は
異
な
る
た
め
、
引
き
続
き
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

調
査
結
果
の
ま
と
め

① 

食
事
の
準
備
（
自
分
で
総
菜
を
購
入
す
る
な
ど
の
調
理
し
な
い
場
合
も
含
む
）
を
日
に
一
度
以
上
行
っ
て
い
る

者
は
、
初
診
患
者
の
う
ち
7
割
以
上
で
あ
っ
た
。

②
食
事
の
準
備
能
力
が
保
た
れ
て
い
る
ほ
ど
認
知
機
能
は
高
く
、
栄
養
状
態
も
良
好
で
あ
っ
た
。

③ 

認
知
機
能
が
低
下
し
て
い
る
者
で
も
お
よ
そ
半
分
は
食
事
の
準
備
能
力
が
保
た
れ
て
い
た
が
、
認
知
機
能
が
良

好
で
も
食
事
の
準
備
が
不
可
能
な
者
が
存
在
し
た
。

MMSE:�Mini-Mental�State�Examination　
　認知機能検査であり 30点満点となっている。23点以下は認知症の疑いがあるといわれている。
段階１：適切な食事を自分で計画し準備し給仕する
段階２：材料が供与されれば適切な食事を準備する
段階３：準備された食事を温めて給仕する、あるいは食事を準備するが適切な食事内容を維持しない
段階４：食事の準備と給仕をしてもらう必要がある

図　食事の準備の能力ごとのMMSEの得点分布

食事の準備の能力
M
M
SE
合
計
得
点

（段階）
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今
後
に
向
け
て

臨
床
神
経
心
理
学
の
過
去
の
知
見
か
ら
、
認
知
症
を
発
症
し
た
り
、
加
齢
に
よ
っ
て
認
知
機
能
が
低
下
し
た
り
し

た
と
し
て
も
、
習
熟
し
た
作
業
は
個
人
の
能
力
と
し
て
残
存
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
残
存
す
る
能
力
を
発
揮

す
る
場
所
が
あ
る
こ
と
は
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
、
生
き
る
た
め
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、健
康
的
な
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
、栄
養
不
足
に
よ
る
虚
弱
（
フ
レ
イ
ル
）
予
防
の
た
め
に
、楽
し
ん
で
調
理
し
、

さ
ら
に
食
事
で
き
る
機
会
が
創
出
で
き
る
可
能
性
が
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
期
待
で
き
る
。

※この節は、以下の形ですでに公表されている。
“Ability of the elderly women with cognitive decline in food 
preparation and related factors”, Yoko Eguchi, Yukiko Matsuda, 
Teruyuki Matsuoka, Yuka Kato, Daisuke Ueno, Masaru Mimura, 
and Jin Narumoto,
Alzheimer's Association International Conference (AAIC), Poster 
#42332, 2020.7.30.(Web 開催）発表ポスター

引用文献

・ 大内 義隆 , 石川 博康 , 中村 馨 , 中塚 晶博 , 葛西 真理 , 田中 尚文 , 
目黒 謙一 . 軽度認知障害高齢者における手段的日常生活動作の
量的および質的制限　最軽度アルツハイマー病を通しての検討 . 
高次脳機能研究 ; 33(3), 347-355, 2013.

・ 堀田 牧 , 田平 隆行 , 石川 智久 , 橋本 衛 . アルツハイマー病患者
の ADL 障害 . 老年精神医学雑誌 ; 28(9), 984-988, 2017.　
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●
研
究
名
： 

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
環
境
に
お
け
る
自
立
・
共
生
を
促
進
す
る

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
知
能
の
研
究

佐
野
睦
夫
（
大
阪
工
業
大
）

日
下
菜
穂
子
（
同
志
社
女
子
大
）

西
口
敏
司
（
大
阪
工
業
大
）

荒
木
英
夫
（
大
阪
工
業
大
）

成
本
迅
（
京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
）

上
田
信
行
（
同
志
社
女
子
大
）

孤
立
し
た
高
齢
者
に
働
き
か
け
、
食
行
動
を
契
機
と
し
て

交
流
を
促
進
さ
せ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

基
礎
研
究
２

は
じ
め
に

我
々
は
、
孤
立
し
て
食
事
を
し
て
い
た
人
が
、
食
へ
の
意
欲
と
人
と
の
関
わ
り
へ
の
意
欲
を
高
め
、
自
ら
社
会
参

加
し
て
他
の
人
と
協
働
す
る
ま
で
の
行
動
変
容
を
促
す
環
境
の
創
出
を
目
指
し
、
公
共
空
間
に
お
い
て
、
一
緒
に
作
っ

て
食
べ
、
食
の
歓
び
を
原
動
力
に
健
康
や
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
空
間
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

こ
こ
で
、
孤
立
し
た
高
齢
者
に
働
き
か
け
、
食
行
動
を
契
機
と
し
て
交
流
を
促
進
さ
せ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
が
重
要
と
な
る
。
本
研
究
で
は
、
生
活
で
最
も
重
要
な
食
行
動
に
着
目
し
、
シ
ェ
ア
ダ

イ
ニ
ン
グ
空
間
に
お
け
る
参
加
者
の
共
生
と
自
立
に
繋
が
る
共
助
を
促
進
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
知
能
を
提
案

す
る
。

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
お
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
、
図
1
に
示
す
よ
う
に
、
参
加
者
の
特
性
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
、
性
格
、
作
業
ス
キ
ル
な
ど
）
と
と
も
に
、
環
境
セ
ン
サ
や
自
身
が
有
す
る
セ
ン
サ
を
介
し
て
、
参
加
者
の
行

動
を
観
察
し
、
参
加
者
の
満
足
度
が
最
大
に
な
る
グ
ル
ー
プ
編
成
を
行
う
。
同
時
に
、
参
加
者
の
自
立
行
動
の
セ
ン

シ
ン
グ
に
よ
り
、
共
同
注
意
を
促
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
知
し
、
共
感
を
寄
せ
る
共
生
行
動
を
促
す
ツ
ー
ル
を
介
し
て
、

自
立
共
生
の
行
動
変
容
を
仕
掛
け
る
戦
略
を
と
る
。
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ツ
ー
ル
を
介
し
た
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
促
進

図
2
に
示
す
よ
う
に
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
環
境
に

お
い
て
、参
加
者
間
の
交
流
を
促
す
タ
ン
ジ
ブ
ル
な
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
導
入
す
る
。フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
、
ツ
ー
ル
を
介
し
て
イ
ン
タ

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
よ
り
誘
発
さ
せ
る
。

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
誘
発
す
る
も
の
と
し
て
、
図

3
に
示
す
カ
ッ
プ
型
タ
ン
ジ
ブ
ル
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
を

開
発
し
た
。直
接
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
イ
ン
タ
フ
ェ
ー

ス
で
の
情
報
交
換
に
よ
り
、
参
加
者
間
の
交
流
を
促
す

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
対
話
履
歴
や

活
性
度
を
記
憶
す
る
こ
と
も
可
能
で
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
へ
の
学
習
デ
ー
タ
と
し
て
提
供

す
る
。

図 1　シェアダイニングのコンセプト

個人・全体の満足度を最大化
図２　��タンジブルなファシリテーションツール
　　　によるインタラクションの促進

図３　カップ型シェアダイニングインタフェース
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図５　手元の動き量の計測

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
空
間
に
お
け
る

行
動
理
解

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
空
間
に
お
け

る
高
齢
者
の
行
動
を
理
解
し
、
気
づ

き
の
ア
ラ
ー
ト
信
号
の
発
信
な
ど
の

リ
ア
ル
タ
イ
ム
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
、

行
動
分
析
、
振
り
返
り
で
の
行
動
履

歴
の
活
用
な
ど
を
実
現
す
る
た
め
に
、

行
動
セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
た
。
図
4
は
、
天
井
カ
メ
ラ
か
ら

の
参
加
者
の
移
動
軌
跡
を
取
得
し
て

い
る
様
子
、
図
5
は
、
全
天
球
カ
メ

ラ
映
像
か
ら
検
出
さ
れ
た
手
元
の
動

作
履
歴
を
示
す
。

図６　シェアダイニングセッション構造

図４　天井カメラからの移動軌跡の計測

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
実
証
実
験

図
6
に
、
買
い
物
か
ら
調
理
、
食
事
を
含
む
一
連
の
シ
ェ
ア
ダ
イ

ニ
ン
グ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
構
造
を
示
す
。
出
会
い
、
買
い
物
行
動
、

調
理
行
動
、
食
事
行
動
の
振
り
返
り
に
至
る
流
れ
の
中
で
、
4
つ
の

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
て
い
る
。

実
証
実
験
は
、
10
日
間
、
大
型
複
合
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

一
角
で
、多
人
数
が
参
加
す
る
状
況
で
、お
に
ぎ
り
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

図
６
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
構
造
の
も
と
で
、
実
施
し
た
。

参
加
者
の
社
会
的
ス
キ
ル
は
多
様
で
あ
り
、
参
加
者
個
人
お
よ
び

参
加
者
全
体
の
満
足
度
を
高
め
る
に
は
、
繊
細
な
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
と
な
る
。

実
証
実
験
で
は
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
関
す
る
多
く
の
仮
説
検

証
を
行
っ
た
が
、
今
回
の
報
告
で
は
、「
集
団
か
ら
孤
立
し
た
人
に
ど

の
よ
う
に
参
加
し
て
も
ら
い
達
成
感
を
獲
得
し
て
も
ら
う
か
」
に
関
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す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
獲
得
を
目
指

す
。
孤
立
群
に
対
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
の
行
動

と
し
て
、
店
長
の
行
動
に
着
目
し
、
行
動
解
析
を

行
っ
た
。

獲
得
さ
れ
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

実
証
実
験
で
獲
得
し
た
行
動
デ
ー
タ
か
ら
抽
出

さ
れ
た
、模
範
と
な
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
（
店
長
）

と
し
て
の
４
つ
の
行
動
戦
略
を
図
7
に
示
す
。

（
戦
略
１
）
寄
り
添
う
立
ち
位
置
の
獲
得

常
に
全
体
を
見
回
し
動
き
な
が
ら
、
活
性
度
が

低
い
空
間
を
探
し
、
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
き
る

ツ
ー
ル
を
持
っ
て
移
動
し
て
寄
り
添
う
。
一
般
的

に
、
モ
ノ
を
介
し
て
働
き
か
け
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

図７　孤立群に自立と共生の達成感を付与するための
４つのファシリテーション戦略

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
関
係
づ
く
り
を
し
易
い
傾
向
が
あ
る
。
笑
い
話
を
す
る
、
一
緒
に
感
動
す
る
、
な
ど
の
共
感
行
動
を

と
る
。

（
戦
略
２
）
役
割
の
付
与

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
個
々
の
参
加
者
に
動
機
付
け
を
与
え
る
た
め
に
役
割
の
付
与
は
重
要
で
あ
る
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
協
力
者
を
探
し
な
が
ら
、
率
先
し
て
、
役
割
を
付
与
す
る
。
今
回
の
場
合
は
、
エ
プ
ロ
ン
を
着
け
る
こ
と
を

薦
め
る
こ
と
に
よ
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
る
。

（
戦
略
３
）
援
助
行
動
の
誘
発

参
加
者
の
行
動
を
常
に
観
察
し
、
困
っ
て
い
た
り
、
助
け
を
求
め
て
い
る
参
加
者
に
対
し
て
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
協
力
者
を
探
し
、
援
助
行
動
を
誘
発
さ
せ
る
。

（
戦
略
４
）
自
立
行
動
の
促
進

孤
立
群
の
専
門
性
を
発
見
し
、
ま
わ
り
の
参
加
者
に
、
関
心
を
促
す
ア
ラ
ー
ト
を
発
す
る
。
興
味
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
働
き
か
け
で
あ
る
。
そ
の
参
加
者
は
、
専
門
性
に
対
す
る
関
心
か
ら
、
孤
立
群
と
共
同
注
意
が
成
立
し
、
イ
ン
タ
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ラ
ク
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
共
感
が
生
じ
る
と
さ
ら
に
深
い
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
へ
と
遷
移
す
る
。
専
門

性
を
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
孤
立
群
は
承
認
欲
求
が
満
た
さ
れ
、
満
足
感
・
や
り
が
い
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
た
め
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
知
能

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
環
境
に
お
け
る
参
加
者
個
人
・
全
体
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
知
能

の
実
装
形
態
は
下
記
の
４
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

・
身
体
性
を
有
し
た
リ
ア
ル
ロ
ボ
ッ
ト
に
実
装
す
る
。

・
環
境
に
埋
め
込
ま
れ
た
ス
ピ
ー
カ
ー
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
に
実
装
す
る
。

・
参
加
者
の
携
帯
端
末
に
実
装
し
、
参
加
者
に
気
づ
き
を
与
え
る
。

・
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
と
な
る
人
間
の
意
思
決
定
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
実
装
す
る
。

　

現
在
、
実
装
形
態
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。

ま
と
め

生
活
に
お
い
て
不
可
欠
な
食
行
動
に
着
目
し
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
空
間
に
お
け
る
参
加
者
の
自
立
と
共
生
を
促

進
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
実
証
実
験
を
通
し
て
、
孤
立
の
解
消
や
達

成
感
の
向
上
に
寄
与
す
る
４
つ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
時
に
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
知
能
の
実
装
形
態
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。
現
在
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
構
築
中
で
あ
り
、
今
後
、
新
た
な
実
証
実
験

を
通
し
て
検
証
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

※ この節は、以下の形ですでに公表されている。
佐野睦夫・日下菜穂子・西口敏司・荒木英夫・成本迅・
上田信行 , Shared Dining 環境における参加者の自
立と共生を促進するファシリテーション支援ロボッ
トの基礎検討 . 日本ロボット学会学術講演会予稿集 , 
第 38 巻 (2020).
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基
礎
研
究
３

●
研
究
名
： 

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
と
そ
の
測
定
を
目
的
と
し

た
カ
ッ
プ
型
デ
バ
イ
ス
の
開
発

荒
木
英
夫
、
西
口
敏
司
、
宮
脇
健
三
郎
、
鈴
木
基
之
（
大
阪
工
業
大
学
）

日
下
菜
穂
子
、
上
田
信
行
（
同
志
社
女
子
大
学
）

成
本
迅
（
京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
）

佐
野
睦
夫
（
大
阪
工
業
大
学
）

研
究
の
概
要

食
行
動
を
活
用
し
た
高
齢
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
の
研
究
活
動
で
あ
る
シ
ェ

ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
活
動
の
有
効
性
を
評
価
す
る
た
め
の
観
測
シ
ス
テ
ム
、
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
方
法

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
な
る
カ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、

飲
食
中
の
自
然
な
行
動
を
測
定
す
る
。

を
模
索
し
た
。
食
行
動
に
お
い
て
邪
魔
に
な
ら
な
い
デ
バ
イ
ス
と
し
て
、
カ
ッ
プ
型
の
測
定
ツ
ー
ル
を
用
い
た
研
究

成
果
は
次
の
２
つ
で
あ
る
。

研
究
成
果

1  

主
に
高
齢
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
改
善
を
目
指
し
た
カ
ッ
プ
型
デ
バ
イ
ス
の
実
現

2  

提
案
デ
バ
イ
ス
を
利
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
観
測
シ
ス
テ
ム
の
実
現
と
評
価

目
的本

研
究
の
目
的
は
、
我
々
が
提
案
し
て
い
る
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
研
究
活
動
で
目
指
し
て
い
る
高
齢
者
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
と
活
性
化
に
つ
い
て
、
そ
の
効
果
を
測
定
す
る
た
め
の
手
法
の
実
現
で
あ
る
。
そ
こ
で

測
定
方
法
の
一
つ
と
し
て
、ま
ず
食
行
動
に
お
い
て
邪
魔
に
な
ら
な
い
デ
バ
イ
ス
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
検
討
を
行
っ

た
結
果
、
カ
ッ
プ
型
の
デ
バ
イ
ス
を
開
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
理
由
と
し
て
、
カ
ッ
プ
は
飲
食
を
行
う
際
に
一
般

的
に
用
い
ら
れ
、
ま
た
食
事
中
に
乾
杯
と
い
っ
た
行
動
が
あ
る
よ
う
に
、
カ
ッ
プ
自
体
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
際
に
用
い
ら
れ
る
食
器
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
測
定
装
置
を
カ
ッ
プ
型
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
飲
食
中
の
行
動

を
自
然
に
測
定
で
き
る
と
考
え
た
。
以
上
を
踏
ま
え
て
図
1
に
示
す
よ
う
な
デ
バ
イ
ス
を
開
発
し
た
。
特
徴
と
し
て
、
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O
L
E
D
表
示
装
置
を
持
ち
、参
加
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、加
速
度
セ
ン
サ
ー
を
使
っ

て
参
加
者
の
動
き
を
測
定
で
き
、
赤
外
線
通
信
を
使
っ
て
他
の
デ
バ
イ
ス
と
ID
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
用
い
て
、
サ
ー
バ
か
ら
参
加
者
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

方
法シ

ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
想
定
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
基
本
的
に
人
と
人
の
直
接
的
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
と
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
測
定
す
る
場
合
、
相
手
や
時
間
を
人
が
観
測
し
た
り
映
像
な
ど
で

記
録
し
て
評
価
を
行
っ
た
り
す
る
方
法
が
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
方
法
で
は
参
加
者
が
観
測
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
意
識
す
る
と
い
っ
た
問
題
や
、ま
た
映
像
に
よ
る
記
録
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
配
慮
が
必
要
に
な
る
。そ
こ
で
、

提
案
デ
バ
イ
ス
で
取
得
す
る
情
報
は
、
加
速
度
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
加
速
度
の
大
き
さ
と
赤
外
線
通
信
機
能
を
用
い
て

主
体
的
に
行
っ
た
乾
杯
行
動
の
記
録
と
す
る
。
図
１
に
作
成
し
た
デ
バ
イ
ス
の
構
成
を
、
図
２
に
デ
バ
イ
ス
を
用
い

て
情
報
を
記
録
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
成
を
示
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
参
加
者
は
情
報
を
記
録
さ
れ
た
と
感
じ
に
く
く
な

る
と
考
え
る
。
こ
こ
で
得
ら
れ
た
情
報
は
サ
ー
バ
上
に
記
録
さ
れ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
活
性
度
評
価
だ
け
で
は
な
く
、

回
を
重
ね
た
結
果
の
改
善
に
つ
い
て
も
評
価
が
で
き
る
。
ま
た
参
加
者
が
行
っ
た
乾
杯
行
動
へ
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
サ
ー
バ
に
蓄
積
し
た
参
加
者
の
手
書
き
に
よ
る
バ
ナ
ー
を
乾
杯
相
手
の
デ
バ
イ
ス
上
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表

示
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
乾
杯
行
動
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
発
化
が
期
待
で
き
る
。

図 1　デバイスの外観と各部の説明

図 2　システムの構成
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結
果評

価
実
験
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
図
示
し
た
例
を
図
3
と
図
4
に
示
す
。
図
3
は
加
速
度
の
記
録
で
あ
り
、
セ
ン

サ
ー
の
反
応
を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
参
加
者
が
カ
ッ
プ
を
も
っ
て
移
動
し
た
こ
と
を
識
別
で
き
、
こ
れ
に
よ
り
個

人
の
活
性
状
態
や
イ
ベ
ン
ト
で
活
発
に
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
図
4
で
は
参

加
者
が
乾
杯
を
行
っ
た
記
録
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
乾
杯
行
動
を
確
認
で
き
、
孤
立
し
て
い
る
参
加
者
や

積
極
的
に
他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
る
参
加
者
が
識
別
で
き
る
。

考
察提

案
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
手
法
を
評
価
し
た
結
果
、
イ
ベ
ン
ト
中
に
行
わ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
参
加
者

の
動
き
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
バ
ナ
ー
を
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
の
動
機
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
提
案
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
得
ら
れ
る
情
報
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
利
用
可
能
な

た
め
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
お
け
る
参
加
者
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
利
用
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
今
回
の
論
文
で
は
示

し
て
い
な
い
が
、
本
実
験
を
実
施
時
に
は
カ
メ
ラ
な
ど
を
用
い
て
参
加
者
の
位
置
や
状
態
の
情
報
を
得
て
お
り
、
そ

の
観
測
結
果
と
本
シ
ス
テ
ム
の
結
果
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
提
案
シ
ス
テ
ム
で
得
ら
れ
る
情
報
の
有
意
性
に
つ
い

て
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

図 3　実験時の加速度の記録

図 4　乾杯の記録
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結
論本

論
文
で
は
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
の
利
用
を
想
定
し
た
高
齢
者
向
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
バ
イ
ス
を
提

案
し
評
価
実
験
を
行
っ
た
結
果
を
示
し
た
。
そ
の
結
果
、
参
加
者
の
活
性
度
を
測
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
動
機
付
け
に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
観
測
精
度
の
向
上
と
、高
齢
者
に
必
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
検
討
と
実
装
を
行
う
。

今
後
に
向
け
て

高
齢
者
の
生
活
の
質
（Quality

of Life

）
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
実
際
に
す
べ
て

の
高
齢
者
に
対
し
て
可
能
な
対
応
と
い
う
の
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
と
い
う
活
動
は
実

験
的
で
は
あ
る
が
実
際
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見
や
結
果
は
幅
広
く
高
齢
者
に
適
応
可
能
で

あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
の
知
見
や
結
果
を
評
価
す
る
た
め
に
は
参
加
者
を
客
観
的
に
測
定
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
り
、
こ
の
た
め
の
手
法
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
想
定
さ
れ
る
高
齢
者
の
増
大
や
、
高
齢
者
の
趣
向
が
多

様
化
し
た
場
合
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
る
と
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
よ
う
な
生
活
に
根
付
い
た
研
究
と
そ
の
活
用
が

望
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

※この節は以下の形ですでに公表されている。

荒木 英夫 , 西口 敏司 , 宮脇 健三郎 , 鈴木 基之 , 日下 菜穂子 , 上
田 信行 , 成本 迅 , 佐野 睦夫 , シェアダイニングでのコミュニケー
ションの向上とその測定を目的としたカップ型デバイスの開発．
情報処理学会インタラクション 2020，pp.351–354(2020)．
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基
礎
研
究
４

●
研
究
名
： 

高
齢
者
の
自
立
支
援
を
目
的
と
し
た
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
環
境
の
観
測

西
口 

敏
司
、
荒
木 

英
夫
、
宮
脇
健
三
郎
、
鈴
木 

基
之
（
大
阪
工
業
大
学
）

日
下
菜
穂
子
、
上
田 

信
行
（
同
志
社
女
子
大
学
）

成
本 
迅
（
京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
）

佐
野 
睦
夫
（
大
阪
工
業
大
学
）

研
究
の
概
要

高
齢
者
の
自
立
の
支
援
を
目
的
と
し
た
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
複
数
の
高
齢
者
が
他
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
調
理
お
よ
び
食
事
な
ど
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
お
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
支
援
に
ど
の
よ
う
な
観
測
が
必
要
か
に
つ
い
て
検
討
し
、
高
齢
者
に
よ
る
調
理
や
食
事
行
動
の
状
況
を
、
天
井
カ

メ
ラ
を
用
い
て
観
測
し
、
分
析
す
る
枠
組
み
に
つ
い
て
の
提
案
を
行
っ
た
。

多
人
数
が
活
動
す
る
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
環
境
を
、

天
井
カ
メ
ラ
に
よ
る
観
測
シ
ス
テ
ム
が
捉
え
る
。

目
的少

子
高
齢
化
に
よ
る
高
齢
者
の
孤
立
問
題
を
背
景
と
し
て
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
は
「
科
学
技
術
が
人
間
の
本

来
性
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
他
者
や
自
然
と
の
関
係
性
の
な
か
で
活
用
さ
れ
、
創
造
性
を
最
大
限
発
揮
し
て
い
く
社

会
の
実
現
」
を
目
指
し
た
コ
ン
ビ
ビ
ア
リ
テ
ィ
（
自
立
共
生
）
の
概
念
を
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
環
境
に
具
現
化
す
る
こ
と

で
、
高
齢
者
の
社
会
的
な
孤
立
を
解
消
し
、
食
を
通
じ
て
人
が
つ
な
が
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
作
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
大
型
複
合
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
に
調
理
と

食
事
が
で
き
る
空
間
を
設
置
し
、
そ
の
空
間
に
お
い
て
複
数
の
高
齢
者
が
他
者
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
調
理
お
よ
び
食
事
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
、社
会
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
場
の
形
成
に
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
活
動
の
方
向
付

け
が
有
効
で
あ
る
が
、
多
人
数
が
参
加
す
る
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
よ
う
な
環
境

を
少
人
数
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
が
か
か
わ
る
状
況
で
は
、
す
べ
て
の
参
加
者
に
目

を
向
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
と
な
る
情

報
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
に
提
供
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
参
加
者
自
ら
が
参
加
し
て
い
る
場
の
状
況
を
把
握
し
や
す
く
な
れ
ば
、
自
立

図 1�天井に設置した魚眼レンズ付きカメラ
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的
な
活
動
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
も
見
込
ま
れ

る
。こ

れ
ま
で
、
対
面
型
の
会
話
に
お
け
る
仲
介
ロ

ボ
ッ
ト
を
用
い
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
研
究
等
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン

グ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
多

人
数
に
拡
張
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
多
人

数
が
活
動
す
る
環
境
下
で
の
適
切
な
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
お
よ
び
参
加
者
自
ら
に
よ
る
自
立
的
な
参
加

行
動
の
促
進
に
活
用
可
能
な
情
報
の
一
つ
と
し
て
、

複
数
の
参
加
者
に
よ
る
調
理
と
食
事
の
行
動
を
、
魚

眼
レ
ン
ズ
付
き
天
井
カ
メ
ラ
を
用
い
て
観
測
す
る
手

法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

方
法シ

ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
環
境
を
実
際
に
構
築
し
て
複
数

の
高
齢
者
を
含
む
参
加
者
を
カ
メ
ラ
等
の
セ
ン
サ
を
用

い
て
記
録
し
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が
得
ら
れ
る
か
を
検

討
し
た
。

2
0
1
9
年
8
月
12
日
～
23
日
の
平
日
の
計
10
日

間
、
大
型
複
合
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
一
角
で
、

多
人
数
が
参
加
す
る
状
況
で
、
お
に
ぎ
り
の
調
理
お
よ

び
そ
の
食
事
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
行
動
が
発
現
す

る
か
を
観
察
す
る
実
験
を
行
っ
た
。会
場
は
幅
約
11
メ
ー

ト
ル
の
開
口
部
が
あ
り
、
奥
行
き
約
15
メ
ー
ト
ル
、
高

さ
約
2.8
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
場
に
2

か
所
の
シ
ン
ク
付
き
調
理
台
、
１
か
所
の
炊
飯
器
（
2

台
）
置
き
場
、
等
を
配
置
し
た
。
運
用
上
、
日
に
よ
っ

て
詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
少
し
ず
つ
異
な
る
こ
と
と

時刻 活動 内容
10:30 頃 受付
11:00 頃 アイスブレイク

買い出し

全員で大声を出しシェアダイニン
グのコンセプト映像を視聴。
各自でおにぎりの食材を購入する。

11:30 頃 調理開始 炊飯器からご飯を取り分ける。　
12:00 頃 食事開始 IoT カップによる乾杯。　
12:30 頃 活動終了

表�1 シェアダイニング活動のスケジュール

図 2�天井カメラで撮影した映像の例
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な
っ
た
が
、お
お
む
ね
表
1
に
示
す
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
、
お
に
ぎ
り
の
具
材
の
買
い
出
し
か
ら
活
動
の
振

り
返
り
ま
で
を
行
っ
た
。
参
加
者
の
年
齢
層
は
、
小
学

生
か
ら
高
齢
者
ま
で
様
々
で
あ
り
、
毎
回
十
数
名
の
参

加
者
が
あ
っ
た
。

通
常
の
観
察
の
た
め
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
加
え
、
参

加
者
の
移
動
履
歴
を
観
察
す
る
た
め
に
、
魚
眼
レ
ン
ズ

付
き
カ
メ
ラ
を
天
井
に
設
置
し
た
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
促
進
を
狙
い
と
し
て
、
食
事
の
開
始
時
に
は

乾
杯
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

　

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
環
境
に
お
い
て
調
理
台
を
囲

む
参
加
者
の
移
動
履
歴
を
観
察
す
る
た
め
に
天
井
に
設

置
し
た
魚
眼
レ
ン
ズ
付
き
カ
メ
ラ
を
図
１
に
示
す
。
魚

眼
レ
ン
ズ
は
超
広
角
の
も
の
を
利
用
し
、
視
線
方
向
を

垂
直
下
方
向
に
向
け
て
設
置
し
、Raspberry Pi 3B+

参加者 性別 実験者の観察による参加者の特徴

A 女性 同じ場所で作業を続ける傾向がある．自分からはあ
まり動かず，積極的な声かけなどはないが，周りの
参加者のサポートは行う．実験の常連．

B 女性 世話好きで，移動が多く様々な参加者に声をかけ，
サポートを行う様子がみられる．実験の常連

C 男性 知人と初参加．同行者への問いかけが多く，他の参
加者とのコミュニケーションは少なかった．当初，
参加の予定はなかった．　

D 男性 主催メンバーの一人．特に多くの参加者とコミュニ
ケーションをとっている様子がみられる．

表�2 観察対象の参加者の特徴

に
接
続
し
て
映
像
を
撮
影
し
た
。
こ
の
カ
メ
ラ
で
２
つ
の
調
理
台
の
う
ち
一
つ
（
以
降
、
調
理
台
１
）
を
撮
影
し
た

様
子
を
図
２
に
示
す
。
も
う
一
つ
の
調
理
台
（
以
降
、
調
理
台
２
）
が
左
側
に
映
り
込
ん
で
い
る
。
調
理
台
は
複
数

の
様
々
な
形
状
を
し
た
小
型
テ
ー
ブ
ル
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
動
か
な
い
よ
う
に
固
定
し
て
い
る
。

こ
の
映
像
に
対
し
て
、
参
加
者
の
頭
部
位
置
の
追
跡
を
行
う
。
ま
ず
、
各
シ
ー
ン
の
先
頭
の
フ
レ
ー
ム
に
お
い
て
、

各
参
加
者
の
頭
部
を
含
む
矩
形
領
域
を
手
動
で
設
定
し
、
以
降
はOpenCV

ラ
イ
ブ
ラ
リ
に
実
装
さ
れ
て
い
るCSRT

ト
ラ
ッ
カ
ー
を
用
い
て
頭
部
領
域
を
追
跡
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
井
カ
メ
ラ
の
映
像
は
周
辺
部
に
近
い
ほ
ど
歪

み
が
大
き
く
、
ま
た
頭
部
領
域
の
形
状
も
大
き
く
変
形
す
る
た
め
、
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
に
失
敗
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
頭
部
の
追
跡
状
況
を
目
視
で
確
認
し
、
追
跡
に
失
敗
し
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
手
動
で
矩
形
領

域
を
補
正
す
る
こ
と
で
、
よ
り
精
度
の
よ
い
頭
部
追
跡
情
報
を
獲
得
し
た
。

　

な
お
、
図
2
に
示
す
よ
う
に
、
画
像
内
の
円
形
の
周
辺
部
が
天
井
と
な
る
た
め
、
そ
の
円
の
中
心
位
置
を
天
井
カ

メ
ラ
の
視
線
方
向
と
み
な
し
た
。
さ
ら
に
、
円
の
中
心
か
ら
周
辺
部
ま
で
の
距
離
を
1.0
と
な
る
よ
う
に
座
標
を
定
め
、

以
降
、
こ
の
座
標
系
の
下
で
頭
部
位
置
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。
実
際
の
空
間
に
お
い
て
、
天
井
カ
メ
ラ
の
直
下
に

お
け
る
移
動
距
離
と
会
場
周
辺
部
に
お
け
る
移
動
距
離
が
同
じ
場
合
で
あ
っ
て
も
、
魚
眼
画
像
座
標
系
で
は
中
心
部

で
長
く
、
周
辺
部
で
は
短
く
な
る
が
、
本
稿
で
は
、
調
理
台
に
近
い
魚
眼
画
像
中
心
部
の
動
き
の
大
き
さ
の
ほ
う
が
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重
要
で
あ
る
と
考
え
、
便
宜
的
に
魚
眼
画
像
座
標
の
ま
ま
頭
部
位
置
お
よ
び
移
動
距
離
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

観
察
対
象
の
参
加
者

10
日
間
の
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
実
験
で
撮
影
し
た
映
像
の
う
ち
、
3
日
目
の
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
活
動
で
あ
る
8

月
14
日
に
調
理
台
1
の
天
井
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
映
像
を
検
証
す
る
。
こ
の
日
も
、
十
数
人
が
参
加
し

て
い
た
が
、
実
験
者
が
後
日
映
像
を
確
認
し
、
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
4
名
の
参
加
者
を
観
察
対
象
と
し
て
頭

部
位
置
を
検
出
し
、そ
の
行
動
を
検
証
し
た
。
4
名
の
参
加
者
の
特
徴
を
表
2
に
示
す
。
こ
れ
ら
の
参
加
者
に
つ
い
て
、

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
前
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
中
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
後
、
調
理
開
始
前
、
調
理
開
始
後
、
乾
杯
イ
ベ
ン

ト
前
、
乾
杯
イ
ベ
ン
ト
中
、
乾
杯
イ
ベ
ン
ト
後
の
計
8
つ
の
シ
ー
ン
を
撮
影
し
た
映
像
に
お
け
る
各
頭
部
位
置
を
検

出
し
、
次
章
で
述
べ
る
調
理
台
に
対
す
る
関
心
度
を
定
義
し
た
上
で
、
そ
の
時
系
列
変
化
を
検
証
し
た
。

関
心
度
の
定
義

　

調
理
台
に
近
い
ほ
う
が
調
理
や
食
事
に
対
す
る
関
心
度
が
高
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
仮
定
の
下
、
天
井
カ
メ
ラ
画
像

で
撮
影
し
た
調
理
台
の
中
心
か
ら
の
距
離
に
基
づ
い
て
参
加
者
の
関
心
度
を
定
義
し
た
。
図
3
の
赤
い
円
は
、
天
井

魚
眼
カ
メ
ラ
の
視
野
に
入
る
天
井
で
あ
る
。
ま
た
、
青
い
円
は
着
目
す
る
調
理
台
を
ほ
ぼ
含
む
範
囲
を
表
し
、
こ
の

円
内
に
頭
部
が
観
測
さ
れ
れ
ば
、
最
大
の
関
心
度
1.0
を

持
つ
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
緑
の
円
は
当
該
調
理
台
か

ら
一
定
範
囲
内
の
距
離
を
と
っ
た
と
き
に
頭
部
が
存
在

す
る
領
域
の
最
大
距
離
と
し
、
こ
の
円
外
に
頭
部
が
観

測
さ
れ
れ
ば
関
心
度
は
0.0
で
あ
る
も
の
と
し
た
。
そ
の

間
に
頭
部
領
域
が
観
測
さ
れ
た
場
合
の
関
心
度
は
、
本

稿
で
は
、
調
理
台
か
ら
離
れ
る
に
従
っ
て
線
形
に
減
少

す
る
も
の
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
定
義
し
た
関
心
度
を

表
す
関
数
の
概
形
を
図
4
に
示
す
。
こ
の
図
に
お
い
て
、

本
稿
で
は
、
映
像
を
観
測
し
た
結
果
に
基
づ
き
、
調
理

台
の
中
心
付
近
か
ら
の
調
理
台
半
径rT =0.29

、
頭
部

領
域
存
在
可
能
半
径rH =0.79

と
し
た
。

図 3�関心度の定義範囲と各参加者の移動履歴の例 図 4�関心度の定義
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結
果

関
心
度
の
時
系
列
変
化

定
義
し
た
関
心
度
に
基
づ
き
、
表
2
に
示
し
た
各
実

験
参
加
者
に
対
す
る
関
心
度
の
推
移
を
検
証
し
た
。シ
ェ

ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
環
境
下
に
お
け
る
観
測
デ
ー
タ
に
基
づ

く
参
加
者
の
行
動
支
援
手
法
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、

各
参
加
者
を
観
測
し
た
時
系
列
デ
ー
タ
が
ど
の
程
度
実

際
の
状
況
と
関
連
性
が
あ
る
か
を
検
証
す
る
た
め
に
、

時
系
列
グ
ラ
フ
に
お
け
る
特
徴
的
な
部
分
に
対
応
す
る

参
加
者
の
行
動
を
映
像
で
確
認
す
る
。

状
況
毎
の
関
心
度
の
平
均
の
変
化

各
参
加
者
の
状
況
毎
の
関
心
度
の
平
均
の
推
移
を
図
５
に
示
す
。
こ
の
時
系
列
グ
ラ
フ
か
ら
、
参
加
者
A
・
B
は

総
じ
て
関
心
度
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
参
加
者
C
は
急
遽
参
加
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
総
じ
て
関
心
度

が
低
い
が
、
実
験
開
始
当
初
よ
り
後
半
の
ほ
う
が
、
関
心
度
が
少
し
向
上
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
ま
た
、
参

加
者
D
は
調
理
中
と
乾
杯
イ
ベ
ン
ト
後
は
調
理
台
2
で
調
理
し
た
り
、
後
片
付
け
を
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

全
体
を
通
し
て
調
理
台
1
に
対
し
て
は
関
心
度
の
揺
れ
が
大
き
い
結
果
と
な
っ
た
。

状
況
毎
の
単
位
時
間
当
た
り
の
移
動
量
の
変
化

各
参
加
者
の
単
位
時
間
あ
た
り
の
移
動
量
の
推
移
を
図
６
に
示
す
。
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
後
、
お
よ
び
調
理
開
始
前

に
は
買
い
出
し
に
出
か
け
て
お
り
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
て
い
な
い
参
加
者
も
存
在
す
る
。
こ
の
時
系
列
グ
ラ
フ
か
ら
、
参

加
者
A
・
B
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
参
加
者
B
の
移
動
量
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
全
体
的
に
関
心
度
が

低
い
参
加
者
D
も
移
動
量
が
大
き
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
一
連
の
作
業
に
参
加
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

周
辺
で
様
子
を
観
察
し
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
な
ど
の
行
動
が
多
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

図 5�状況毎の関心度の平均の推移
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状
況
毎
の
関
心
度
の
平
均
の
変
化
お
よ
び
単
位
時
間

当
た
り
の
移
動
量
の
変
化
か
ら
、
参
加
者
A
・
B
に
関

し
て
ど
の
状
況
に
お
い
て
も
調
理
台
1
付
近
に
滞
在
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
移
動
量
に
関
し

て
は
、
図
６
か
ら
参
加
者
B
の
方
が
、
移
動
量
が
多
い

こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
状
況
に
関
し
て
は
、
表
2

に
示
し
た
参
加
者
A
・
B
の
特
徴
と
一
致
し
て
い
る
。

ま
た
、参
加
者
C
に
つ
い
て
は
、全
て
の
状
況
に
お
い
て
、

関
心
度
が
低
い
が
、
移
動
量
に
つ
い
て
は
他
の
参
加
者

と
同
等
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
活
動
の
中
心
に
は
入
ら
な

い
も
の
の
、
俯
瞰
的
な
立
場
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
見
て
取
れ
、
こ
の
参
加
者
に
つ
い
て
も
、
表
2
に
示

し
た
よ
う
に
、
飛
び
入
り
参
加
し
た
参
加
者
の
傾
向
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
参
加
者
D
に
つ
い
て
は
、

主
催
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
立
場
か
ら
、
会
場
内
を
頻
繁
に

図 6�状況毎の単位時間当たりの移動量の推移

移
動
し
て
い
る
様
子
が
観
測
デ
ー
タ
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
観
測
デ
ー
タ
か
ら
各
参
加
者
に
関

す
る
一
定
の
特
徴
の
推
定
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

結
論本

稿
で
は
、
高
齢
者
の
自
立
を
促
す
た
め
の
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
環
境
に
お
け
る
調
理
お
よ
び
食
事
行
動
を
観
察

す
る
手
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
参
加
者
の
移
動
行
動
を
把
握
す
る
た
め
に
天
井
に
設
置
し
た
魚
眼
カ
メ
ラ
映
像
に

対
し
、
半
手
動
で
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
し
た
頭
部
領
域
の
移
動
履
歴
か
ら
、
本
稿
で
観
察
対
象
と
し
た
4
名
の
参
加
者
の

行
動
特
徴
が
推
察
さ
れ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
一
方
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
天
井
カ
メ
ラ
映
像
を
用
い
た
頭

部
領
域
の
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
精
度
の
向
上
に
加
え
、
調
理
台
上
に
全
天
球
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
得
ら
れ
た
映
像
を
用
い

た
参
加
者
の
顔
の
向
き
、
視
線
、
調
理
・
食
事
に
お
け
る
行
動
や
発
話
内
容
な
ど
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
環
境
に
お

け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
や
参
加
者
の
支
援
に
有
用
な
よ
り
詳
細
な
情
報
の
獲
得
方
法
の
検
討
、
お
よ
び
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
の
た
め
の
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
活
動
状
況
の
分
か
り
や
す
い
可
視
化
方
法
の
検
討
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
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今
後
に
向
け
て

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
は
、
高
齢
者
の
安
心
・
安
全
な
活
動
の
場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
食
を
通
し
て
若
者
を
含

む
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
よ
り
健
康
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
可
能
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
側
面

を
持
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
観
測
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
た
め
に
、
I
C
T
技
術
が
十
分
活

用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

※この節は、以下の形ですでに公表されている。
 西口 敏司 , 荒木 英夫 , 宮脇 健三郎 , 鈴木 基之 , 日下 菜穂子 , 上
田 信行 , 成本 迅 , 佐野 睦夫 ,“ 高齢者の自立支援を目的としたシェ
アダイニング環境の観測 ”,  HCG シンポジウム　2019 論文集、 
HCG2019-A-1-2, （2019）.
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基
礎
研
究
５

●
研
究
名
： 

高
齢
者
施
設
に
お
け
る
主
体
的
な
生
活
を
促
進
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
の
シ
ェ
ア
ダ
イ

ニ
ン
グ
の
意
義
に
関
す
る
考
察福

田
亮
子
（ 

株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
ス
タ
イ
ル
ケ
ア
）

日
下
菜
穂
子
（
同
志
社
女
子
大
学
）

佐
野
睦
夫
（
大
阪
工
業
大
学
）

荒
木
英
夫
（
大
阪
工
業
大
学
）

西
口
敏
司
（
大
阪
工
業
大
学
）

宮
脇
健
三
郎
（
大
阪
工
業
大
学
）

成
本
迅 

（
京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
）

上
田
信
行
（
同
志
社
女
子
大
学
）

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
は
フ
レ
イ
ル
予
防
の
一
つ
。

高
齢
者
施
設
で
の
有
効
性
を
検
討
。

概
要高

齢
者
に
と
っ
て
問
題
と
さ
れ
る
フ
レ
イ
ル
に
は
身
体
的
側
面
、
精
神
・
心
理
的
側
面
、
社
会
的
側
面
が
あ
り
、

食
は
身
体
的
側
面
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
側
面
と
も
関
連
し
て
い
る
。
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
は
新
し
い
食
の
経
験
を

提
供
す
る
た
め
の
場
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
設
計
し
た
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
様
々
な
要
素
技
術
に
よ
っ
て
、
そ

こ
に
集
う
人
た
ち
の
協
働
を
促
進
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
が
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
1
つ
の
選
択
肢
と
し
て
実
際
の
高

齢
者
施
設
に
お
け
る
有
効
性
を
検
討
し
た
。

目
的高

齢
者
施
設
に
お
け
る
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
展
開
が
、パ
ー

ソ
ン
セ
ン
タ
ー
ド
ア
プ
ロ
ー
チ
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
有
効
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

方
法ベ

ネ
ッ
セ
ス
タ
イ
ル
ケ
ア
の
運
営
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に

お
け
る
様
々
な
取
り
組
み
の
好
事
例
、
と
り
わ
け
料
理
や
飲
食
、

精神・心理的
側面

社会的
側面

身体的
側面

筋肉量・運動機能の低下

口腔機能の低下

低栄養

抑うつ

MCI

認知症

閉じこもり

孤立

孤食

フレイルに関わる要素
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野
菜
の
栽
培
等
の
「
食
」
に
関
連
す
る
活
動
例
を
行
動
観
察
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
収
集
し
、
そ
の
成
功
要
因
を
分
析

し
た
。

「
食
」
に
関
す
る
活
動
の
効
果

「
食
」
に
関
す
る
活
動
は
、
高
齢
者
施
設
の
入
居
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
や
、
生
き
生
き
と
し
た
様
子
に

繋
が
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
行
動
が
観
察
さ
れ
た
。

・
レ
シ
ピ
や
料
理
法
は
よ
く
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

・
包
丁
は
難
な
く
使
い
こ
な
す
。（
手
続
き
記
憶
は
維
持
さ
れ
て
い
る
）

・
レ
シ
ピ
や
料
理
法
に
つ
い
て
、
熱
い
議
論
が
見
ら
れ
る
場
面
も
あ
っ
た
。

・
入
居
者
は
調
理
中
お
互
い
助
け
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
が
得
意
な
こ
と
、
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
た
。

・
調
理
し
た
り
料
理
を
ふ
る
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
う
ま
く
い
く
こ
と
で
、
入
居
者
は
満
足
感
を
感
じ
る
。

・
調
理
や
料
理
を
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
、
入
居
者
の
食
に
関
す
る
記
憶
が
呼
び
起
こ
さ
れ
る
。

・
1
対
1
で
実
施
す
る
よ
り
も
、
グ
ル
ー
プ
で
実
施
す
る
方
が
よ
り
高
い
効
果
が
得
ら
れ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

成
功
要
因

抽
出
さ
れ
た
成
功
要
因
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
・
個
々
の
入
居
者
の
や
り
た
い
こ
と
や
ニ
ー
ズ
、
日
常
生
活
動
作(ADL)

を
予
め
き
ち
ん
と
把
握
す
る
。

・ 

職
員
が
入
居
者
の
か
わ
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
入
居
者
自
身
が
さ
ま
ざ
ま
な
日
常
行
動
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
す
る
。

・
入
居
者
の
主
体
的
な
社
会
参
加
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

入
居
者
が
自
分
で
食
べ
た
い
も
の
を
み
ん
な
で
相
談
し
な
が
ら
作
っ
た
り
、
他
の
入
居
者
に
も
で
き
た
料
理
を
ふ

る
ま
う
こ
と
は
、
高
齢
者
施
設
で
も
「
当
た
り
前
の
」
生
活
が
で
き
る
こ
と
に
繋
が
る
。

高
齢
者
が
技
術
を
受
容
す
る
可
能
性

技
術
的
な
ツ
ー
ル
の
利
用
は
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
支
援
を
受
け
れ
ば
困
難
で
は
な
い
こ
と
が
、
次
の
よ
う
な
例
に

よ
り
わ
か
っ
て
き
て
い
る
。

・
遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
の
家
族
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
話

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
V　
R
を
利
用
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
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し
た
が
っ
て
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
要
素
技
術
も
、
お
そ
ら
く
高
齢
者
施
設
の
入
居
者
に
受
容
さ
れ
、
入
居
者

の
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

５
章　
食
と
科
学
技
術
が
支
え
る
ワ
ン
ダ
フ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ
社
会

　
　
　

※この節は以下の形ですでに公表されている。

R. Fukuda, N. Kusaka, M. Sano, H. Araki, S. 
Nishiguchi, K. Miyawaki, J. Narumoto, N. Ueda 
(2020).
Shared Dining as a powerful tool to promote 
independent life in nursing homes.
Gerontechnology, Vol. 19, supplement.
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ワ
ン
ダ
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ
社
会

加
齢
の
変
化
を
自
然
な
こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
、
個
別
の
生
き
る
目
的
を
追
求
す
る
人
生
後
半
の
豊
か

な
生
き
方
を
ワ
ン
ダ
フ
ル・エ
イ
ジ
ン
グ
と
よ
ん
で
い
ま
す（
日
下
、�

2
0
1
1
）。
生・病・老・死
と
い
っ

た
答
え
の
な
い
課
題
に
直
面
す
る
人
生
後
半
ほ
ど
、
生
き
る
意
味
を
見
出
し
て
心
豊
か
に
生
き
よ
う
と
す

る
傾
向
が
強
ま
る
こ
と
が
老
年
学
の
先
行
研
究
か
ら
明
ら
か
で
す
。
生
き
る
意
味
の
創
造
は
、
人
生
経
験

を
振
り
返
り
、
つ
な
が
り
の
中
に
自
己
の
存
在
を
位
置
づ
け
な
が
ら
、
未
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
ら
か
に
す

る
心
の
は
た
ら
き
で
あ
り
、
多
世
代
の
関
わ
り
合
い
が
創
造
を
促
す
原
動
力
に
な
り
ま
す
。

社
会
的
孤
立
が
深
刻
化
す
る
現
代
で
は
、
長
く
生
き
る
意
味
を
創
造
す
る
多
世
代
の
関
わ
り
合
い
が
失

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
私
た
ち
の
老
い
へ
の
不
安
を
高
め
る
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
も

い
わ
れ
ま
す
。多
世
代
の
対
話
を
通
し
て
つ
な
が
る
空
間
や
時
間
を
喜
び
に
満
ち
た
も
の
に
す
る
こ
と
で
、

年
を
重
ね
た
先
に
つ
な
が
る
空
間
も
、
き
っ
と
私
た
ち
で
変
え
ら
れ
る
と
い
う
信
頼
に
つ
な
が
り
ま
す
。

寿
命
が
伸
長
し
た
現
在
に
、
長
く
生
き
る
意
味
を
ど
う
や
っ
て
生
成
し
て
い
く
の
か
は
高
齢
者
だ
け
で
な

く
、
老
い
に
向
か
う
私
た
ち
全
体
の
課
題
で
あ
り
、
多
世
代
で
高
齢
社
会
の
未
来
に
「
き
っ
と
大
丈
夫
」

の
希
望
を
共
創
す
る
場
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
生
産
性
が
重
視
さ
れ
る
社
会
で
は
、
と
も
す
れ
ば
加
齢
変
化
の
否
定
的
な
側
面
に
焦
点
が

あ
て
ら
れ
が
ち
で
し
た
。
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
（
抗
加
齢
）
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
加
齢
変
化

の
衰
退
が
管
理
の
対
象
と
み
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
の
大
き
な
原
因
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
も
同
様
に
、
加
齢
の
衰
退
を
機
能
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
も
の

と
し
て
扱
っ
て
き
た
流
れ
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
よ
さ
の
基
準
を
個
人
の
選
択
に
委
ね
、
よ
い
生
き
方
を
可
能
に
す
る
世
界
を
自
由
に
つ
く
り
変

え
て
い
き
や
す
く
な
っ
て
い
る
現
代
の
状
態
を
、
バ
ウ
マ
ン
（
2
0
0
1
）
は
リ
キ
ッ
ド
モ
ダ
ン
と
表
現

し
て
い
ま
す
。
社
会
の
リ
キ
ッ
ド
化
に
よ
り
、
生
き
方
を
選
択
で
き
る
自
由
が
広
が
る
反
面
、
個
人
に
自

律
を
求
め
る
過
度
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
、
か
え
っ
て
変
化
を
起
こ
し
に
く
く
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ

り
ま
す
。
自
律
的
な
行
動
を
勇
気
を
持
っ
て
起
こ
す
に
は
、「
や
れ
ば
で
き
る
」
へ
の
信
頼
が
拠
り
所
と

な
る
つ
な
が
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

自
己
効
力
を
提
唱
し
た
バ
ン
デ
ュ
ー
ラ
（
2
0
0
9
）
は
、
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
と
い
う
可
能

性
を
信
じ
る
こ
と
が
、
自
ら
行
動
す
る
自
律
性
の
向
上
と
関
係
す
る
と
い
い
ま
す
。「
や
れ
ば
で
き
る
」
を

信
じ
る
効
力
感
に
は
、
知
人
や
地
域
な
ど
の
周
囲
と
努
力
を
ひ
と
つ
に
し
て
協
働
で
き
る
か
と
い
う
認
識

が
影
響
し
ま
す
。
人
生
後
半
を
豊
か
に
生
き
る
ワ
ン
ダ
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ
の
実
現
に
は
、
自
ら
世
界
を

つ
く
り
変
え
て
い
く
自
律
性
と
、
み
ん
な
で
や
れ
ば
で
き
る
を
信
じ
る
信
頼
の
2
つ
が
重
要
と
い
え
ま
す
。
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長
寿
社
会
に
お
け
る

人
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
関
係
性

人
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
の
恩
恵
を
一
方
的
に
人
が
享
受
す

る
場
合
、
専
門
家
へ
の
依
存
と
個
人
の
無
力
感
を
高
め
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
特
定
の
タ
ス
ク
を
プ
ラ
ン
通
り
に
実
行
す
る
生
産
活
動
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
支
援
が
今
や
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
の
も
確
か
で
す
。
ま
た
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
自
律
を
促
す
補
助
的
な
道
具

と
し
て
機
能
す
る
場
合
に
、人
の
創
造
性
を
解
き
放
ち
、個
別
の
目
的
追
求
す
る
能
力
が
高
め
ら
れ
る
（
イ

リ
イ
チ
、
2
0
1
5
）
と
さ
れ
ま
す
。
生
涯
に
わ
た
る
自
律
に
大
切
な
の
は
、
自
分
が
選
ん
だ
目
的
を
追

求
す
る
た
め
に
一
緒
に
働
い
て
く
れ
る
道
具
や
、
他
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
媒
介
し
て
く
れ

る
道
具
だ
と
イ
リ
イ
チ
は
い
い
ま
す
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
含
め
た
集
団
の
効
力
感
を
高
め
る
こ
と
が
、
激
動
す
る
社
会
の
変
化
を
超
え
る
鍵
だ

と
い
え
ま
す
（
バ
ン
デ
ュ
ー
ラ
、
2
0
0
9
）。
左
ペ
ー
ジ
の
図
に
示
す
よ
う
に
、
能
力
感
の
評
価
の
視

点
を
能
力
感
の
評
価
の
視
点
を
、
個
人
に
帰
属
す
る
能
力
（
＋
１
）
か
ら
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
う
人
へ

と
拡
張
し
た
能
力
（
＋
２
）
へ
、そ
し
て
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
つ
な
が
る
私
た
ち
の
集
合
的
な
能
力
（
＋
３
）

へ
と
広
げ
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

2
0
1
9
年
に
実
施
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

タ
イ
ト
ル
を
「
僕
た
ち
は
き
っ
と
大
丈
夫
」
と

し
た
の
は
、
個
人
帰
属
の
能
力
観
か
ら
集
合
的

な
能
力
観
へ
の
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
価
値
転

換
で
、
た
と
え
個
人
的
な
能
力
が
加
齢
で
低
下

し
た
り
、
認
知
症
や
病
気
で
障
害
さ
れ
た
と
し

て
も
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
集
合
的
な
力
で
目
的
が
達
成
で
き
る
こ
と

を
知
れ
ば
、
希
望
を
失
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
す
。

食
は
、
人
の
自
律
と
つ
な
が
る
意
欲
を
高
め
る

最
高
の
メ
デ
ィ
ア
で
す
。
人
の
根
源
的
な
営
み

で
あ
る
食
と
、
私
た
ち
全
体
の
集
合
的
な
効
力

感
を
高
め
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
で
、
生
涯

に
わ
た
る
豊
か
で
楽
し
い
世
界
が
実
現
で
き
る

と
考
え
ま
す
。

図　シェアダイニングでの人とテクノロジーの関係性と集合的な効力感

＋１　関係性を含まない己の効力の評価
＋２　モノとの関わりを含めた効力の評価
＋３　モノを介した人との関係性にあらわれる効力の評価

＋１　自己効力感 ＋２　拡張した自己効力感 ＋３　集合的な効力感

人
人

モノ

人人

モノ

133 1325 章　食と科学技術が支えるワンダフルエイジング社会



シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
実
践
中

2
0
2
0
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
同
じ
場
所
に
大
勢
で
集
ま
り
食
事
を
す

る
の
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
特
に
高
齢
者
に
は
感
染
に
よ
る
重
症
化
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
理
由
か

ら
、多
世
代
交
流
が
対
面
で
行
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ワ
ン
ダ
フ
ル・エ
イ
ジ
ン
グ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
登
録
し
て
い
る
地
域
高
齢
者
と
、
2
0
2
0
年
１
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
電
話
と
手
紙
で
連
絡

を
と
り
あ
い
、
L
I
N
E
の
グ
ル
ー
プ
に
誘
導
す
る
な
ど
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
践
を
対
面
の
ア

ク
チ
ュ
ア
ル
な
場
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
と
移
し
、
2
0
2
1
年
3
月
現
在
で
は
複

数
の
講
座
が
高
齢
者
主
体
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
も
と
に
し
た
高
齢
者
の
I
C
T
活
用

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
ヒ
ン
ト
ブ
ッ
ク
と
し
て
リ
サ
ー
チ
マ
ッ
プ
や
大
学
の
サ
イ
ト
か

ら
一
般
に
資
料
公
開
し
て
い
ま
す
。
食
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
毎
週
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
食
事
会
を
シ
ニ

ア
が
主
催
す
る
ほ
か
、
み
ん
な
で
作
っ
て
食
べ
る
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
環
境
を
w
e
b
上
に
設
け
て
、

そ
の
観
察
か
ら
遠
隔
で
の
食
を
介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
と
共
感
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

条
件
を
検
証
す
る
な
ど
実
践
中
で
す
。

ZOOMと LINE 接続による高齢者との定
期イベントのセッティング

高齢者との遠隔シェアダイニング
(2020 年 8月 )

参考文献

イヴァン・イリイチ　(2009)、『コンヴィヴィ�アリティのための道具』渡辺�
京二（訳）, ちくま学芸文庫　�2015.
ジークムント・バウマン　(2000)、『ソリッド・モダニティ　液状化する社会』,
森田典正（訳）, 大月書店、2011.�
アルバート・バンデューラ（1995）,�『激動社会の中の自己効力』、本明寛、野
口京子（菅訳）金子書房　2009.
日下菜穂子 (2011)，『ワンダフル・エイジング　人生後半をよりよく生きるポ
ジティブ心理学』ナカニシヤ出版 .

https://youtu.be/93dMDqAlJ28

上記の QR コードから」遠
隔シェアダイニング」の様
子がご覧いただけます。
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上
田
　 

今
日
は
楽
し
み
に
し
て
来
た
ん
で
す
よ
。
シ
ェ

ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
。
食
べ
る
の
大
好
き
で
す
か
ら
。

日
下　

��

私
も
で
す
。
食
い
し
ん
坊
が
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ

で
、
今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
、

食
を
介
し
て
い
ろ
ん
な
人
が
つ
な
が
っ
て
、
そ

の
つ
な
が
り
の
中
で
自
分
自
身
を
見
つ
け
て
い

く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
も
と
も
と
は
人
生
後

半
の
生
き
が
い
を
創
造
す
る
ワ
ン
ダ
フ
ル
・
エ

イ
ジ
ン
グ
の
取
り
組
み
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
よ
ね
。

上
田
　
そ
う
で
し
た
ね
。

日
下
　 

ワ
ン
ダ
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ
は
、
参
加
者
が
主

体
に
な
っ
て
、
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
く
と
い

う
場
で
す
が
、
こ
の
「
つ
く
る
」
と
い
う
の
が
、

い
ろ
ん
な
人
が
一
緒
に
集
う
時
に
キ
ー
ワ
ー
ド

だ
な
と
思
う
ん
で
す
。
以
前
、
高
齢
者
の
方
を

上田信行
（同志社女子大学）

日下菜穂子
（同志社女子大学）

Playful

Wonderful

含
め
た
多
世
代
で
何
を
や
る
と
い
い
の
か
を
上

田
先
生
と
議
論
し
て
い
た
時
に
、「
食
が
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
？
」
と
い
う
話
に
な
っ
た
ん
で
し
た

よ
ね
。
食
は
つ
く
る
工
程
が
目
に
見
え
て
、
つ

く
っ
た
も
の
を
食
べ
て
、
自
分
が
味
を
確
か
め

ら
れ
る
の
が
い
い
っ
て
。

上
田
　�

そ
う
そ
う
、
つ
く
っ
て
、
食
べ
て
元
気
に
な
る

と
い
う
の
が
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
大
事
な

こ
と
で
す
ね
。
一
人
で
食
べ
る
よ
り
も
、
わ
い

わ
い
が
や
が
や
言
い
な
が
ら
、
み
ん
な
で
テ
イ

ス
テ
ィ
ン
グ
し
な
が
ら
作
っ
て
い
っ
て
、
出
来

上
が
っ
て
く
る
。
極
端
に
言
え
ば
、
ど
ん
な
モ

ノ
が
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
こ
と
を
、
み
ん
な

で
楽
し
め
る
よ
う
な
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
は

そ
う
い
う
世
界
と
思
い
ま
す
。

日
下
　�

そ
う
考
え
る
と
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
特
徴

は
「
レ
シ
ピ
が
な
い
」、
つ
ま
り
「
ゴ
ー
ル
を
持

た
な
い
」
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

Playful × Wonderful137 136
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上
田
先
生
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
ご
一
緒
す
る

と
い
つ
も
そ
う
で
す
が
、
レ
シ
ピ
（
進
行
表
）

が
あ
っ
て
も
、
絶
対
に
レ
シ
ピ
通
り
に
は
い
か

な
い
（
笑
）。

上
田
　�

だ
っ
て
、
そ
の
方
が
面
白
い
で
し
ょ
。
も
ち
ろ

ん
レ
シ
ピ
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
よ

り
も
目
の
前
に
あ
る
材
料
で
ど
ん
な
料
理
が
で

き
る
の
か
を
考
え
て
、
つ
く
っ
て
い
る
間
も
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
味
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
く

の
が
面
白
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
き
た
も
の

を
食
べ
る
と
い
う
よ
り
、
つ
く
り
な
が
ら
、
食

べ
な
が
ら
ね
（
笑
）。

日
下
　�

ゴ
ー
ル
が
決
ま
っ
て
い
る
と
、
レ
シ
ピ
通
り
で

な
い
こ
と
が
「
間
違
い
」
に
な
る
の
で
、
苦
手

な
人
は
居
心
地
が
悪
く
な
る
と
思
う
ん
で
す
。

で
も
、
決
ま
っ
た
ゴ
ー
ル
が
な
け
れ
ば
、「
正
解
」

も
「
間
違
い
」
も
起
こ
ら
な
い
の
で
、
誰
も
が

居
心
地
よ
く
楽
し
め
ま
す
。

上
田
　 

今
ま
で
食
べ
物
と
い
う
と
、
栄
養
と
か
カ
ロ
リ
ー

が
ど
う
か
と
か
、
健
康
と
直
結
し
て
い
ま
し
た

よ
ね
。
だ
け
ど
、
そ
の
軸
を
「
楽
し
さ
」
に
と

る
と
、
食
べ
る
の
が
楽
し
け
れ
ば
、
結
果
と
し

て
健
康
的
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。

日
下　

�

体
が
健
康
だ
か
ら
楽
し
め
る
の
で
は
な
く
、
楽

し
い
か
ら
健
康
的
に
な
る
と
い
う
の
は
、
人
生

後
半
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
考
え
る
上
で
も

大
切
な
視
点
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
い
る
孤

独
な
楽
し
さ
も
大
切
で
す
が
、
孤
独
な
営
み
を

続
け
て
い
る
と
、
誰
か
と
分
か
ち
合
い
た
く
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
分
か
ち
合
う
と
喜
ん
で
く

れ
る
人
が
い
る
こ
と
で
、
生
き
る
意
味
が
感
じ

ら
れ
た
り
し
ま
す
。
ひ
と
り
で
い
る
こ
と
と
、

つ
な
が
り
の
中
に
自
分
の
居
場
所
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
。
こ
の
２
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ

と
が
、「
楽
し
く
す
る
」
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。
誰
か
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
を
あ

き
ら
め
て
し
ま
う
と
、
ひ
と
り
の
楽
し
さ
も
減
っ

て
い
き
ま
す
ね
。
そ
れ
が
孤
立
。

上
田
　�

本
当
に
ひ
と
り
に
な
っ
て
孤
立
し
て
か
ら
で
は

遅
く
て
、
若
い
時
か
ら
一
緒
に
楽
し
む
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
の
経
験
を
積
ん
で
お
く
こ
と
が
大

切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

日
下
　 

な
る
ほ
ど
。
会
社
や
組
織
か
ら
離
れ
る
前
に
、

ひ
と
り
で
も
孤
立
し
な
い
で
い
ら
れ
る
よ
う
に

備
え
て
お
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

上
田
　 

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
一
人
き
り
で
何
か
で
き

る
の
で
は
な
く
て
、
ど
う
や
っ
た
ら
一
緒
に
楽

し
め
る
か
、
そ
の
「
ど
う
や
っ
て
」
の
プ
ロ
セ

ス
を
創
る
知
恵
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
一

人
き
り
で
食
べ
て
、
栄
養
と
か
健
康
と
か
自
分

一
人
の
モ
ノ
に
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
誰
か
と

一
緒
に
食
べ
た
ほ
う
が
い
い
し
、
誰
か
と
シ
ェ

ア
し
た
ほ
う
が
よ
り
楽
し
い
。
そ
う
い
う
方
向

に
目
を
向
け
る
価
値
観
の
大
き
な
転
換
が
今
、

世
の
中
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
最
近
、
孤
立
し

て
い
る
人
が
増
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ず
っ
と

昔
か
ら
あ
る
シ
ェ
ア
と
い
う
概
念
、
視
点
を
他

者
に
向
け
て
い
く
文
化
が
自
然
と
生
ま
れ
て
く

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
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5 章　食と科学技術が支えるワンダフルエイジング社会

日
下
　�

今
の
転
換
期
に
、
個
人
の
利
益
か
ら
、
み
ん
な

の
歓
び
に
目
を
向
け
る
シ
ェ
ア
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

上
田
　�

僕
は
シ
ェ
ア
と
い
う
文
化
が
広
ま
っ
て
い
く
に

は
「
信
頼
」
が
必
ず
ベ
ー
ス
に
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
最
近
急
速
に
利
用
者
が
増
え
て
い
る

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
メ
ル
カ
リ
や
ウ
ー
バ
ー

は
、
ど
れ
も
個
人
と
個
人
の
信
頼
が
ベ
ー
ス
に

な
っ
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
形
で
す
ね
。
こ
れ

ま
で
の
企
業
と
消
費
者
と
い
う
従
来
の
サ
ー
ビ

ス
構
造
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
も
、
社

会
全
体
が
、
個
人
の
利
益
を
追
い
求
め
る
の
に
、

少
し
疲
れ
て
き
て
い
て
、
も
っ
と
信
頼
で
つ
な

が
る
関
係
や
、
み
ん
な
の
歓
び
の
よ
う
な
も
の

を
欲
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
下　

�

コ
ロ
ナ
禍
で
ウ
ー
バ
ー
が
広
が
っ
た
よ
う
に
、

社
会
か
ら
の
要
請
が
あ
る
と
シ
ェ
ア
の
文
化
が

加
速
的
に
広
が
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
ね
。
食

の
サ
ー
ビ
ス
も
、
こ
れ
ま
で
は
訓
練
を
受
け
た

料
理
人
だ
け
が
厨
房
に
立
っ
て
い
ま
し
た
が
、

キ
ッ
チ
ン
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
様
々
な
人
が
入

れ
る
社
会
の
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、
誰
も
が
楽

し
い
食
事
に
貢
献
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
り

ま
す
ね
。
つ
く
る
意
欲
や
、
一
緒
に
や
れ
ば
で

き
る
と
い
う
信
頼
を
高
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
、
今
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
役
立
ち
ま

す
。
そ
う
い
う
人
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
関
係
が

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
の
理
想
に
思
え
ま
す
。

上
田
　�

食
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
媒
介
す
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

も
大
き
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
食
に
つ
い
て
言

え
ば
、
食
は
毎
日
必
要
な
も
の
だ
し
、
高
齢
者

の
方
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
い
ろ
ん
な
世
代
の
人

た
ち
が
交
じ
り
合
っ
て
面
白
い
こ
と
が
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

日
下　

�
今
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
同
じ
場
所
に
集
ま
っ

て
作
っ
て
食
べ
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
分
、
か
え
っ
て
食
の
大
切
さ
が
見
直
さ
れ

て
い
ま
す
し
、
一
緒
に
食
べ
た
い
と
い
う
思
い

も
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
定
期
的
に
食
の
集
ま
り
を
続
け

て
い
る
と
、
シ
ニ
ア
の
参
加
者
を
中
心
に
人
数

が
増
え
て
い
ま
す
。
つ
な
が
る
と
楽
し
い
の
で
、

不
慣
れ
な
デ
バ
イ
ス
の
操
作
も
身
に
つ
け
て
、

続
け
て
い
る
う
ち
に
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な

る
人
も
多
い
で
す
。

上
田　

�

こ
れ
ま
で
も
「
場
」
が
、
新
し
い
価
値
感
を
社

会
に
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

も
、
リ
ア
ル
で
も
、
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
「
食
」

を
介
し
て
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
る
「
場
」
が
あ

ち
こ
ち
に
で
き
て
く
る
は
ず
で
す
。
シ
ェ
ア
ダ

イ
ニ
ン
グ
が
見
慣
れ
た
風
景
に
な
る
の
は
す
ぐ

そ
こ
ま
で
き
て
い
ま
す
。
も
う
少
し
で
す
ね
。

日
下　

�

上
田
先
生
、
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
が
ま
す
ま
す
こ
れ
か

ら
楽
し
く
な
っ
て
い
き
そ
う
な
予
感
が
し
ま
す
。

上
田　

�

こ
ち
ら
も
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
僕
も
食

が
こ
れ
ほ
ど
パ
ワ
フ
ル
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

最
後
にPleasure

と
い
う
言
葉
で
締
め
く
く

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
本
質
は
「
歓
び

(Pleasure)

」
で
す
。
こ
の
「
歓
び
」
を
シ
ェ

ア
す
る
親
密
で
愛
に
溢
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(A
ffi

nity N
etw

ork)

が
社
会
に
広
が
っ
て
い

く
こ
と
こ
そ
が
、
私
た
ち
の
願
い
で
あ
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
る
情
熱
で
す
。

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
描
く
社
会
が
近
い
将
来
、

ア
タ
リ
マ
エ
の
風
景
に
な
っ
た
時
に
こ
そ
、
私

た
ち
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

慈
し
み
、
大
き
な
声
で
「O

ur pleasure!

」

と
叫
び
た
い
で
す
‼
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個
か
ら
集
団
へ
と

評
価
の
視
点
を
移
す
価
値
転
換

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
め
ざ
す
大
き
な
ゴ
ー
ル
は
、
個
か
ら
集
団
へ
と
評
価
の
視
点

を
移
す
価
値
転
換
で
す
。
そ
の
た
め
に
、私
た
ち
が
開
発
し
た
の
は
、人
と
技
術
を
公
正
に
つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
技
術
開
発
が
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
そ
れ
を
使
う
人
と
の
関
係
性
を
い
う
よ
う
に
、
人

と
モ
ノ
と
の
公
正
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
シ
ス
テ
ム
の
設
計
に
よ
り
、
人
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
持
続
的
に
成

長
す
る
モ
デ
ル
を
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
実
装
し
ま
し
た
。
古
く
か
ら
、
食
は
人
を
つ
な
ぐ
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
、
創
造
と
未
来
の
想
像
を
触
発
し
て
き
ま
し
た
。
社
会
的
孤
立
が
進
む
現
在
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

介
し
て
、
人
が
つ
な
が
る
場
を
つ
く
る
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
は
、
領
域
テ
ー
マ
で
あ
る
「
ヒ
ュ
ー
メ
イ
ン

な
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
創
出
」に
沿
う
も
の
で
、今
後
そ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

新
し
い
価
値
に
基
づ
く
エ
ビ
デ
ン
ス
の
核
心
は
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
が
そ
の
場
で
歓
び
を
つ
く
る
た

め
に
参
加
し
た
か
に
つ
き
ま
す
。
実
際
に
お
に
活
の
10
日
間
を
通
し
て
、「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
コ
メ

ン
ト
が
「
美
味
し
か
っ
た
」
以
上
に
多
く
書
き
込
ま
れ
て
い
た
の
は
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
コ
ン
ビ
ビ

ア
リ
テ
ィ
の
証
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
っ
た
参
加
者
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
可
能
性
を
見
出
し
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
J
S
T
領
域
統
括
の
田
中
健
一
様
、
玉
川
恭

久
様
、
理
念
を
共
有
し
て
ご
一
緒
に
夢
を
現
実
に
描
き
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
佐
藤
京
子
様
、
中
原
宏
平
店

長
他
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ま
、様
々
な
技
術
や
食
材
の
提
案
と
改
良
を
重
ね
て
く
だ
さ
っ
た
研
究
者
・

企
業
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
上
田
信
行
先
生
、
ハ
イ
ラ
イ
フ
研
究
所
の
杉
本
浩
二
様
、
建

築
家
の
小
堀
哲
夫
様
に
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
メ
イ
キ
ン
グ
の
段
階
か
ら
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ワ
ン

ダ
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ
の
出
版
以
来
の
仲
間
で
あ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
三
宅
由
莉
さ
ん
に
は
、
場
の
空
気
を

よ
り
身
近
に
お
届
け
で
き
る
報
告
書
に
仕
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
次
々
の
実
践
が
で
き
た

こ
と
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
情
熱
と
細
や
か
な
努
力
が
あ
り
ま
す
。
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
そ
の
環
境
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
移
し

た
こ
と
で
、
か
え
っ
て
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
動
き
始

め
て
い
ま
す
。
対
面
の
時
ほ
ど
移
動
や
身
体
的
負
担

を
伴
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
I
C
T
の
使
用
に
慣
れ

て
く
る
と
、
気
軽
に
集
ま
る
会
を
自
ら
立
ち
上

げ
る
人
も
出
て
き
ま
し
た
。
中
に
は
40
回
以

上
続
い
て
い
る
遠
隔
の
食
の
会
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
場
に
参
加
す
る
高
齢
者

は
も
と
も
と
元
気
だ
か
ら
と
い
う
人

も
い
ま
す
。
し
か
し
、
元
気
だ
か
ら

集
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
場
に
い
る
と

自
然
と
元
気
に
健
康
的
に
な
れ
る
の
で
す
。
場
の
持

つ
力
が
、
慣
れ
な
い
道
具
を
使
う
努
力
や
、
助
け
合
う

行
動
を
自
然
に
起
こ
し
、
予
想
を
超
え
る
私
た
ち
の
集

団
の
力
を
生
み
出
し
ま
す
。

老
い
る
こ
と
を
恐
れ
な
い
社
会
へ

最
後
に
付
け
加
え
る
と
す
れ
ば
、
同
質
の
人
た
ち
が
集
ま
る
組
織
で
制
度
政
策
や
技
術
開
発
の
方
向
性

を
定
め
る
意
思
決
定
を
担
い
、新
し
い
も
の
を
受
け
付
け
に
く
い
体
制
が
今
の
日
本
に
根
強
く
あ
り
ま
す
。

変
化
を
阻
む
こ
の
社
会
へ
の
違
和
感
が
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
、
徐
々
に
文
化
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
諸
外
国
に
比
べ
て
遅
い
と
い
え
ま
す
。

若
い
時
に
健
康
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
老
い
る
こ
と
を
恐
れ
な
い
で
い
い
よ
う
に
、
ど
ん
な
大
き

な
変
化
に
も
、
つ
な
が
り
の
中
に
歓
び
の
立
ち
上
が
る
場
が
あ
る
限
り
、
人
生
は
輝
き
ま
す
。

だ
か
ら
、
私
た
ち
は
コ
ン
ビ
ビ
ア
ル
な
場
を
つ
く
り
続
け
ま
す
。

変
化
を
恐
れ
ず
前
に
進
み
ま
し
ょ
う
。

僕
た
ち
は
き
っ
と
大
丈
夫

日
下 

菜
穂
子
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小堀 哲夫（小堀哲夫建築設計事務所）
西村 星吾（タキイ種苗株式会社）
杉本 浩二（公益財団法人ハイライフ研究所 ）
村田 智明（株式会社ハーズ実験デザイン研究所）
小坂 茂樹（株式会社ＰＦＵ）
海老澤 誠（富士通株式会社）
大岡 明（株式会社ブロードリーフ）
石井 翔（株式会社 Mizkan）
香川 大州（株式会社 Mizkan）

イオン株式会社
イオンリテール株式会社
株式会社インターオフィス
京都地域包括ケア推進機構
キユーピー株式会社
医療法人社団石鎚会
大和冷機工業株式会社
タキイ種苗株式会社
認知症の人と家族の会京都府支部
公益財団法人ハイライフ研究所
株式会社ハーズ実験デザイン研究所
株式会社 PFU
株式会社ビットデザインスタジオ
富士通株式会社
株式会社ブロードリーフ
株式会社ベネッセスタイルケア　ベネッセ シニア・介護研究所
株式会社 Mizkan

イオン葛西店　朝活メンバーの皆様
ワンダフル・エイジング　ワンダフル大学院生の皆様

熊倉 次郎 ( 株式会社クマクラジロウ事務所 )
帰山 由夏
田村 依子

（タングラムテーブル撮影）
長谷川 健太（株式会社建築写真）

三宅 由莉（trois maison）

●研究グループ（健常高齢者食行動グループ）
　日下 菜穂子（同志社女子大学）　
　上田 信行（同志社女子大学）
　福田 亮子（株式会社ベネッセスタイルケア）
　奥村 太作（株式会社ベネッセスタイルケア）
　猪又 玲奈（株式会社ベネッセスタイルケア）
　下村 篤子（同志社女子大学）
　宮下 有希（同志社女子大学）
　秋月 一絵子（株式会社エデュウス）

●研究グループ（認知症高齢者食行動グループ）
　成本 迅（京都府立医科大学大学院医学研究科）
　加藤 佑佳（京都府立医科大学大学院医学研究科）
　松岡 照之（京都府立医科大学大学院医学研究科）
　上野 大介（京都府立医科大学大学院医学研究科）
　米田 祥（京都府立医科大学大学院医学研究科）
　江口 洋子（慶應義塾大学医学部）
　松田 万祐理 （京都府立医科大学大学院医学研究科）
　松田 有希子（京都府立医科大学大学院医学研究科）

●研究グループ（行動解析グループ）
　佐野 睦夫（大阪工業大学）
　西口 敏司（大阪工業大学）
　荒木 英夫（大阪工業大学）
　宮脇 健三郎（大阪工業大学）
　鈴木 基之（大阪工業大学）

■研究参加者

■研究体制

■研究協力者

■協力企業・団体

■実践協力者

■映像・写真撮影

■ポスター・ロゴ制作



探索研究「情報活用による高齢者シェアダイニングの構築」

シェアダイニング 

〜�食とテクノロジーによるワンダフル・エイジングの社会実験�〜

● e-book 編集チーム
　日下�菜穂子
　上田�信行
　杉本�浩二
　前田はるみ
　三宅由莉
　玉川恭久　（国立研究開発法人　科学技術振興機構）

●執筆協力：前田はるみ�
●ブックデザイン：三宅由莉（trois maison）

編集チームによる遠隔ミーティング

編著者：
　日下菜穂子（同志社女子大学現代社会学部 教授）：１・２・３・５章

執筆者（執筆順）：
　成本迅（京都府立医科大学大学院医学研究科 教授）：4 章

　江口洋子（慶應大学医学部精神・神経科学教室 特任助教）：4 章

　松田有希子（京都府立医科大学 研究補助員）：4 章

　佐野睦夫（大阪工業大学 教授）：4 章

　西口敏司（大阪工業大学 准教授）：4 章

　荒木英夫（大阪工業大学 准教授）：4 章

　宮脇健三郎（大阪工業大学 准教授）：4 章

　鈴木基之（大阪工業大学 教授）：4 章

　福田亮子（株式会社ベネッセスタイルケア 主任研究員）：4 章

　上田信行（同志社女子大学 名誉教授）：5 章 
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